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祐

第

j

章

铜

生

を

め

ぐ

る

マ

一

一

ユ

論

爭

の 

成
课
と
問
題
點

㈠

宙典的マニュ論爭の再考察 

先ず击典的なマ

_

ュ
論
爭

(

H

幕
末
生
產
段
階
論
爭)

を〕
股
的
に 

規
定
し
た
後
、
間
題
を
戰
時
中
以
後
西
洋
經
濟
史
學
の
蹯
取
に
依
っ
て
豐
，

. 

富
に
さ
れ
、
多
機
化
さ
れ
た
上
で
再
考
统
せ
ら
れ
だ
.

マ
'
-

1

ュ
論
带
の
發
展
■ 

を
稗
吟
味
す
る
こ
と

を

通
じ
て
、
問
題
領
域
を
典
型
地
域
桐
生
に
ま
で
集 

約
具
體
化
し
て
、
深
化
究
明
し
よ
ぅ
と
思
ぅ
も
の
で
あ
る
？

日
本
の
資
本
主
義
發
達
を
初
發
に
於
い
て
規
定
す
る
も
の
を
、
外
國
資 

.

本
主
義

(

H

西
歐)

の
龆
カ
に
求
め
る
見
解
に
對
し
て
最
初
に
疑
義
を
表
明 

し
た
の
は
外
な
ら
ぬ
服
部
之
總
氏
で
あ
る
が
、
彼
は
此
等
の
諸
見
解
が
資 

本
主
義
發
展
の
內
部
的
要
因
を
無
視
し
、
內
部
の
基
本
的
矛
盾
の
發
展
を
.
，

三

八

0
K

 

ニ
四)

.

外
部
的
耍
因
に
す
り
か
え
る
方
法
に
厨
し
て
新
し
い
立
場
.

を
提
示
し
た
。

他
方
服
部
氏
は
旣
成
の
見
解
が
封
建
的
小
生
產
を
以
て
幕
末
生
產
段
階 

で
あ
る
こ
と
を
.

示
し
、
資
本
主
義
發
展
の
未
萌
芽
狀
態
で
あ
る
と
云
ぅ
こ 

と
を
、
決
定
的
に
批
判
し
、
幕
末
は
ま
さ
に
嚴
密
な
意
味
に
於
け
る
>

- 

■

ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ

ァ
時
代
、
_

胃
す
れ
ば
マ
ー

一
.

ュ
が
罾
ホ
㈣

ま
產
方
法
の
茭 

配
的
形
態
と
な
っ
て
い
る
時
代
で
あ
る
と
規
定
ず
る
に
至
っ
た
。

(

維
新 

史
方
法
上
の
諸
問
題)

_

併

も「

嚴

マ
.—

ュ」

.と

は
マ
一
一
ュが
豸
ホ
產
力
双
の
支
配
的
形
態 

と
な
っ
て
い
る
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
社
會
的
生
產
の
全
範
圍
に 

わ
た
っ
て
侵
入
し
て
い
る
狀
態
、
陵
階
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
。

此
の
服
部
氏
の
見
解
に
對
し
て
、
土
屋
喬
雄
氏
は
自
己
獨
特
の
生
產
段 

階
I

一
、
親
方
が
徒
弟
の
代
り
に
、
或
い
は
徒
弟
と
並
ん
で
屜
傭
勞
働
を 

使
役
し
て
經
營
せ
る
手
工
業
、
一一、_
問
屋
制
的
家
内
工
業
若
し
く
は
資
本 

制
家
內
勞
働
、
.

三
、

マー一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
を
措
定
し(

改
造
一
九
三
三 

年
九
月
，
徽
川
時
代
の
マ
一
一
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ァ)

服
部
氏
の
解
明
は
マ
-
 

ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
に
對
し
て
の
み
少
し
の
實
例
を
あ
げ
他
の
一
一
っ
の
形
態 

に
っ
い
て
は
、
何
等
實
證
的
說
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。

.そ
し
て
マ
ニ
ュ
の
實
例
を
あ
げ
な
が
ら
も

此
れ
が
支
配
的
で
あ
る
に
は 

あ
ま
り
に
家
内
工
業
的
經
營
の
多
い
の
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
と
し
、
積 

極
的
な
段
階
規
定
を
囘
避
し
て
居
る
。

.

こ
れ
に
對
し
て
服
部
氏
は
一

一っ
の
視
點
か
ら
反
批
判
を
加
え
ら
れ
た
。
 

第
一
は
土
屋
氏
の
資
本
制
的
經
營
の
三
形
態=

三
段
階
は
’自
己
の
卽
ち
レ 

丨

_
ン
に
依
っ
て
指
摘
さ
れ
た
三
段
階
と
異
り
、
資
本
制
家
內
勞
働
と
マ

-
1

ュ
が
互
に
補
足
し
合
う
も
の
と
し
て
、
經
濟
史
上=

工
業
に
於
け
る
資 

本
主
義
の
發
展
段
階
の
同
一
の
特
定
段
階
を
現
わ
し
て
い
る
こ
と
を
理
解 

せ
ず
、
そ
れ
等
を
切
り
離
し
て
そ
れ
ぞ
れ
異
る
っ
ま
り
資
本
制
家
內
勞
働 

を
特
定
の
歷
史
的
段
階
と
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
點
と
、
第
二 

に
.

「

嚴
マ
-

一
ュ」

形
成
の
歴
史
的
條
件
と
し
て
、
全
國
的
大
市
場
の
存
在
、
 

賃
勞
働
を
使
用
す
る
大
經
營
の
事
實
、
賈
占
商
業
資
本
と
密
接
に
結
び
っ 

い
た
產
業
資
本
の
發
生
、
從
っ
て
又
マ
ニ
ュ
と
家
！

S

勞
働
と
の
廣
沉
な
る 

結
合
の
問
題
を
あ
げ
、.
土
屋
の
あ
げ
る
種
々
な
る
實
例
の
中
に
第
二
の
點 

が
貫
い
て
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。

此
等
屮2

典
的
論
爭
は
そ
の
後
も
績
け
ら
れ
た
が
"

一
方
の
服
部
氏
が
敎 

條
的
に
問
題
を
提
起
し
、
敎
條
的
見
地
，か
ら
直
接
的
に
現
實
に
I

化
す 

る
に
反
し
、
他
方
土
屋
氏
は
經
驗
的
實
證
的
に
問
題
を
示
し
、
經
驗
的
立 

場
か
ら
1

的
な
立
論
に
至
ら
ぬ
と
い
う
缺
點
を
も
っ
て
い
た
。
一

K

わ
ば 

兩
渚
を
統
一
的
に
發
展
さ
せ
る
と
い
う
方
向
は
ま
だ
端
緒
的
に
し
が
表
れ 

て
い
な
か
っ
た
。
同
時
に
こ
の
論
银
の
缺
點
を
單
的
に
指
摘
し
戰
後
マ
ニ 

ュ
の
論
爭
の
成
果
の
土
臺
と
な
っ
た
ニ
っ
の
見
解
を
あ
げ
る
.

事
が
出
来

. 

る
。
■

そ
の
第
一
は
服
部
故
の
立
場
に
立
ち
、
我
國
の
マ
4

ュ
は
兩
_

を
も
丨 

っ
て「

ア
ジ
ア
的
に
遲
れ
た」

封
建
的
泥
海
に
立
ち
、
か
く
し
て
家
內
勞 

働
を
廣
巩
に
殘
存
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

(

幕
末
ギ
ル
ド
の
特
質 

に
關
す
る
一
.

考
察
改
造
一
九
三
三
年
十
月
小
林
良
疋)

.

.

.

右
の
ょ
う
に
指
摘
し
て
い
る
の
は
.

マ
—

ュ
と
家
內
勞
働
の
結
合
の
：問
題 

を
、

' 

日
本
に
於
け
る
マ
-

L

ュ
と
半
封
建
的
土
地
所
有
と
の
特
殊
な
關
聯
を 

明
確
な
ら
し
め
た
も
の
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。

,

_

絹
織
業
.

£

於
け
る
生
庫
形
態
の
'

發
展
.

と
賃
勞
働
の
尨
成
過
程
-,■
し

第
二
に
木
村
莊
之
助
氏
が
服
部
氏
に
對
し
て
、
幕
末
生
產
段
階
は
服
部 

氏
の
見
解
の
ょ
う
に「

嚴
マ
ニ
ュ
時
代」

た
る
ょ
_り

は「

マ
ニ
ュ
の
^

期 

の
時
代」

.

と
假
定
す
る
方
が
芷
し
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
幕
末
嚴
マ
一
一
ュ 

時
代
發
端
說
の
主
張
は
、
封
建
的
小
生
產
段
階
と
嚴
マ
一
一
ュ
時
代
と
の
中 

間
に
資
本
制
生
産
の
第
一
段
階
と
し
て
の
資
本
制
小
營
業(
単
純
な
る
協 

業
に
基
く
資
本
制
生
庳)

と
こ
れ
に
結
合
す
る
資
本
制
家
內
勞
働
の
段
階 

.

が
存
在
し
、
こ
れ
は
嚴
マ
二
ュ
そ
の
も
の
と
は
區
別
さ
る
べ
き
一
段
階
と 

規
定
す
る
■(

日
本
小
作
制
.

度
論
上
卷
木
村
莊
之
助)

㈡

桐
生
を
囘
る
マ
f

ュ
論
の
！
^

と
批
判
點 

宙
典
的
論
审
に
對
す
る
.■一
 

批
判
と
し
て
、
小
林
蛊
疋
氏
の
示
さ
れ
た
ょ 

う
に
マ
一
一
ュ
論
を
日
本
に
ぬ
け
る
半封

！！

'̂

土
地
矹
豸
と
㈱

ム
ロ
し
て
®

 

す
る
こ
と
の
重
要
性
は
そ
の
後
、
西
洋
經
濟
史
學
の
吸
收
と
同
時
に
急
速 

に
_

進
し
た
？
何
故
な
ら
マ
一
一
.
ュ
が
封
建
的
生
罾
の
否
定
的
要
素
で 

あ
り
、
近
代
的
生
產
機
構
の
中
樞
的
擔
い
手
た
る
の
は
、

一
方
に
於
い
て 

農
民
層
を
分
解
せ
し
め
、
.近
代
的
生
產
機
構
の
動
力
た
る
賃
勞
働
を
創
出 

す
る
と
同
時
に
、
矶
力
に
於
い
て
近
代
的
生
產
機
構
の
根
幹
た
る
エ 

度
を
®

せ
し
め
る
母
胎
ど
な
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
.封
建
制
崩
壞
過 

程
に
於
け
る
土
地
所
有
制
乃
至
農
民
層
の
存
在
形
態
は
：一
國
マ
-一
ュ
フ
ァ 

ク
チ
ュ
ア
の
性
格
を
規
定
し
ヾ
更
に
マ
■二
ュ
の
諸
形
態
は
產
業
革
命
を
決 

定
し
、
機
械
制
大
工
場
の
存
在
條
件
を
規
5E

す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
典
型
的
論
稿
と
し
.て
大
塚
久
雄
氏
の
諸
見
解
を
指
摘
し
得
る
で
あ 

ろ
う
。
彼
は
ィ
ギ
リ
ス
毛
織
物H

業
に
於
い
て
、
自
營
農
民=

ョ
ー
マ
シ 

を
擔
い
手
と
し
て
發
展
し
た
農
村
の
織
元
が
、
.

漸
次
都
市
.の
問
屋
制
資

'
/
;
'

'.
•

.
1

!
1

九

(

六 

ニ
.五)
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本
=

都
布
の
織
ー
兀
を
壓
倒
し
て
ゆ
く
諸
過
程
、
つ
ま
り
自
主
的
マ
ニ
ュ
の 

發
展
が
自
主
的
產
業
軍
命
に
結
び
つ
き
、
先
進
資
本
主
義
國
ィ
ギ
リ
ス
の 

遨
礎
で
あ
る
こ
と
を
I

な
ら
し
め
た
。
併
も
こ
の
根
源
は
封
建
的
土
地 

所
有
制
度
の
崩
壊
に
も
と
ず
く2

2

營
農
民
の
形
成
と
い
ぅ
基
盤
に
依
つ
て 

可
能
な
ら
し
め
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

.

•

い
わ
ば
此
の
觀
點
か
ら
桐
生
の
マ 

一

i

ュ
胲
態
を
分
析
し
ょ
ぅ
と
し
た
信 

夫
氏
以
下
の
‘

見
解
が
存
在
■

す
る
が
、

一
f®
_
生
の
マ
二
ュ
論
の
土
臺
を
な 

す
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
古
典
的
論
爭
の
具
體
的
資
料
と
し
て
活
用
令 

れ
た
大
島
五
郎
氏
の
見
解
を
媒
介
點
と
し
て
、
間
題
解
明
の
出
發
點
と
し
.

-

.
(A
)

大
鳥
五
郎
氏
の
場
合
‘

大
鳥
氏
の

r

德
川
時
代
桐
生
織
讓
の
史
的
硏
绝」
を
そ
の
後
の
論
爭 

の
i

と
歸
結
を
基
軸
に
し
て
、
三
つ
の
視
點
か
ら
再
構
成
す
る
の
が
問 

題
把
搌
を
明
確
な
ら
し
め
る
で
あ
ろ
ぅ
。

先
ず
第
一
の
視
點
と
し
て
、
.前
述
し
た
ょ
ぅ
に
小
林
氏
の
問
題
提
起
の 

it

要
な
環
で
あ
る
封
建
的
土
地
所
有
と
の
關
聯
、
.

及
び
そ
れ
に
基
く
農
民
. 

層
の
分
解
を
轉
換
點
と
す
るh

業
に
於
け
る
資
本
主
義
化
の
趣
の
把
握
が 

注
意
せ
ら
れ
る
。 

:

大
鳥
氏
.は
封
建
時
代
に
於
け
る
染
色
業
及
び
商
品
と
し
て
の
絹
織
物
の 

特
殊
性
と
し
て
第
一
視
點
を
.

先
ず
一
般
的
に
展
開
し
、
德
川
中
期
を
境
と 

し
て
需
要
の
增
大
、
交
通
の
發
達
は
織
物
染
色
業
を
發
達
せ
し
め
、
其
の 

結
果
一
方
に
於
け
る
農
民
窮
乏
化
及
び
農
村
へ
の
商
品
貨
幣
經
濟
の
侵
蝕

四

〇

(

六
ニ
六)

に
.

依
る
副
業
の
增
加
と
、
他
方
に
於
て
は
商
業
資
本
の
集
積
の
大
と
に
依 

っ
て
家
內
工
業
的
形
態
に
於
て
營
ま
れ
る
に
及
'
ん
だ
が
、
又
或
い
は
同
一 

產
業
內
の
富
裕
な
る
生
產
者
が
自
ら
商
人
化
し
て
、
經
營
困
雖
な
る
小
生 

產
者
に
資
金
、
原
料
、
道
具
を
前
貸
す
る
事
と
な
る
。
從
っV

一
 

股
的
に 

は
家
内
工
業
、
或
い
は
問
屋
制
前
貸
制
と
稱
せ
ら
れ
る
資
本
家
的
經
營
の 

前
驅
的
形
態
で
あ
る
が
"
生
產
力
の
增
大
を
招
來
す
る
た
め
に
は
マ
ニ
ュ 

の
形
態
す
ら
取
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

(

前
掲
者
ニ
五
一
頁)

 

併
し
な
が
ら
こ
の
支
配
的
な
商
業
資
本
が
、
前
貸
的
機
能
を
營
み
、
容 

易
に
進
ん
でi

E

ら
織
物
業
渚
と
な
り
、
.マ
ニ
ュ
制
と
な
り
完
全
な
る
胄
ネ 

象
と
し
て
の
生
產
方
法
を
と
る
に
至
ら
な
か
っ
た
か
は
大
島
氏
の
場
合
、
 

主
と
し
て
商
品
と
し
て
の
絹
織
物
の
特
殊
性
1

 

植
雜
性
に
求
め
て
い
ら 

れ
る
。
換
言
す
れ
ば
需
要
の
.

性
質
が
、
多
く
趣
味
嗜
好
に
支
配
せ
ら
れ
、
 

従
っ
て
そ
の
進
化
が
間
斷
な
く
行
わ
れ
停
止
す
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
が
如
き 

複
雜
性
乃
至
多
樣
性
を
有
す
る
商
品
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
ょ
ぅ
なT

般
的
考
察

(

絹
織
物
の
場
合)

は
桐
生
の
場
合
に
も
適 

用
せ
ら
れ
る
。
天
和
ニ
年
に
於
け
る
桐
生
領
は
旗
本
諸
士
に
分
割
せ
ら 

れ
ノ
次
で
安
永
八
年
十
二
月
、
m

羽
の
酒
并
忠
保
、
上
州
山
田
、
勢
多
ニ 

郡
に
於
て
五
千
石
を
加
增
せ
ら
れ
た
。
か
く
し
て
桐
生
領
石
高
一
葸
三
千 

石
の
地
は
_

罾
、
旗
本
領
及
び
國
外
諸
侯
の
領
地
と
な
.

っ
た
.

の
で
あ
る
。

か
く
.

の
如
く
細
分
割
せ
ら
れ
た
桐
生
に
於
て
は
、
織
物
業
は
大
藩
に
於 

け
る
如
く
、
國
產
と
し
て
特
別
の
保
護
獎
勵
を
受
け
る
事
は
出
來
な
か
っ 

た
。
'

從
っ
て
民
業
と
し
て
、

(

他
の
米
澤
織
と
異
y

)

商
人
主
導
の
下
に 

發
展
し
た
と
云
い
得
る
。
併
も
封
建
_
カ
の
直
接
保
護
に
依
存
し
な
ぃ
と

は
云
え
、
矢
張
り
間
接
的
な
關
係
”

租
稅
關
係
、
具
體
的
に
は「

御
吉
例 

之
地」

と
し
て
年
々
絹
を
锨
上
す
る
現
物
税
制
度
.

を
通
し
て
、
封
建
的
被 

護
を
媒
介
と
し
て
の
織
物
業
の
展
開
を
は
か
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
桐
生
の
織
物
業
形
成
の
擔
い
手
を
大
島
氏
は
如
何
に
規
定
す 

る
か
。
第
一
視
角
か
ら
明
確
に
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
要
約
す
れ
ば
三
っ 

の
形
態
が
指
摘
出
來
る
0
先
ず
第
一
は
前
代
武
士
の
殘
存
形
態
た
る
鄕
士 

地
主
が
あ
り
、

(

前
揭
者
ニ
九
八
頁)

機
業
發
達
に
貢
献
す
る
所
多
か
っ 

た
彥
部
五
兵
衞
の
如
き
其
の
例
で
あ
る
。
彼
等
は
大
き
な
機
屋
を
經
營
し 

た
。

0

第
二
は
絹
仲
賣
賈
、
.

質
屋
、
酒
造
家
等
の
商
人
に
し
て
機
屋
を
經
營
し 

.た
も
の
が
あ
り
、
彼
等
の
大
部
分
は
近
江
伊
勢
商
人
の
土
着
し
て
な
っ
た 

も
の
が
あ
り
、
佐
羽
家
の
如
き
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。

.

最
後
に
此
等
前
二
者
の
形
成
す
る
仲
間
組
織
に
加
入
し
て
い
な
い
.、
っ 

ま
り
仲
間
外
の
小
生
產
渚
層
が
極
め
て
多
い
こ
と
を
天
保
六
年
の
文
書
は 

示
し
て
居
り
、

「

其
の
員
數
不
知
計」

と
云
っ
て
い
る
0.(

前
揭
者
三
〇 

〇
頁)以

上
が
第
一
視
點
か
ら
分
析
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
大
島
氏
の
著
し
い 

缺
陷
は
、
封
建
的
土
地
所
有
、
農
民
餍
分
解
と
織
物
業
形
成
の
結
合(

營
業 

と
農
業
の
結
合
の
具
體
的
形
態)

の
形
態
が
不
明
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
 

特
に
重
要
な
第
三
形
態
に
於
い
て
。
従
っ
て
此
の
結
合
の
分
離
の
過
程
も 

明
確
で
な
い
0.

.

次
に
第
一
ー
視
點
と
し
て
、
.桐
坐
の
德
川
中
期
以
來
の
經
營
形
態
と
そ
こ

に
厲
傭
さ
れ
る
賃
勞
働
渚
の
性
格
規
定
を
通
し
、
又
產
業
資
本
と
商
業
貧

■

.

,

 

. 

——

.

.

.
絹
織
業
に
於
け
る
生
庳
形
態
の
發
展
と
賃
勞
働
の
形
成
過
程
‘

本
の
絡
み
合
い
、
そ
し
て
家
內
勞
働A

J

の
結
合
等
の
間
題
_
か
ら
大
鳥
氏 

は
桐
生
の
マ
二
ュ
の
存
在
の
可
否
に
對
し
て
如
何
に
見
通
し
て
居
ら
れ
た 

か
が
重
點
と
な
る
。

經
營
形
態
の
前
提
と
し
て
一
應
規
模
別
構
成
を
分
析
す
る
と
、
大
體
一 

戸
平
均
一
，一
十
三
臺
强
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
弘
化
頃
は
一
戸
平
均
十 

豪
で
あ
り
、
集
中
度
の
點
か
ら
見
る
と
山
田
郡
下
廣
澤
村
に
於
い
て
は
六 

.の
織
屋
に
1

T

の
機
臺
が
占
有
せ
ら
れ
て
居
た
こ
と
に
な
る
。

.

經
i

態
は
三
っ
に
分
類
し
得
る
。
⑴
元
織
屋

(

H

織
元)

獨
立
に
原 

料
を
入
れ
て
自
家
織
場
に
て
織
り
或
い
は
下
機
屋
賃
機
屋
に
委
託
加
工
せ 

し
め
、
之
を
仲
賣
商
に
賣
渡
ず
も
の
、
倒
下
機
屋(

.
=
賃
機
の 

一9

7C 

機
屋
よ
り
、
原
料
を
借
入
れ
て
製
織
し
、
之
を
冗
機
屋
に
委
託
し
賣
渡
し 

て
も
ら
ぅ
も
の
、
.

⑶
賃
機
屋
、
元
機
屋
よ
り
機
具
原
料
を
前
借
し
、
製
織 

を
委
託
せ
ら
れ
て
織
賃
を
所
得
と
す
る
。

以
上
の
ぅ
ち
第
一
形
態
は
問
屋
㈣

砠
態
を
具
備
し
て
い
る
も
の
と
云
え 

得
る
。
下
機
屋
殊
に
賃
機
屋
.

に
あ
っ
て
は
、
之
は
農
間
副
業
的
家
例
工
業 

で
あ
る
が
、
直
接
生
產
者
た
る
彼
等
は
卽
ち
其
の
獨
立
性
を
喪
失
し
た
事 

實
上
の
賃
勞
働
者
に
過
ぎ
ぬ
わ
け
で
あ
り
、
資
本
は
明
か
に
生
產
を
自
己 

に̂

屬
せ
し
め
る
。

こ
の
よ
ぅ
な
罾
營
の
中
に
賃
勞
_

者
的
性
^

を
も
つ
機
屋
奉
公
人
が
、
 

人
身
賣
買
的
人
入
稼
業
を
通
し
て
、
桐
生
領
及
び
越
後
方
面
か
ら
の
出
稼 

奉
公
人
が
相
當
あ
っ
た
。
併
も
此
等
奉
公
人
ば
弘
化
三
年
頃
機
屋
一
戸
平 

均
十
臺
よ
り
二
十
臺
の
所
有
の
者
に
使
用
せ
ら
れ
て
い
た
。
彼
等
の
勞
働 

條
件
は
例
え
ば
勞
働
時
間
に
つ
い
て
見
る
と

一
勞
働
日
十
六
時
間
で
あ

四

(

六
ニ
七)
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三E

學
會
雜
誌
:

第
四
十
.

七
'

卷
_

第
六
號
，

■

り
、
剩
餘
價
値
^

は
倍
以
上
に
及
び
'.
一
年
の
休
日
と
し
て
三
十
白
し
か 

な
か
っ
た
。
そ
の
上
女
子
勞
働
者
や
幼
年H

も
相
當
見
受
け
ら
れ
た
。.

，
 

(

前
揭
書
三 

一. 

ー
-5

其
の
上
機
屋
奉
公
人
と
賃
機
制
の
何
れ
が
多
か
っ
. 

た
か
と
一K

う
と
、
賃
機
制
が
絕
體
多
數
を
古
め
て
い
た
ょ
う
で
あ
る
。

.こ
の
機
蜃
奉
公
人
は
手
エ
業
の
徒
弟
と
い
う
ょ
り
は
ー
祖
傭
賃
勞
働
渚
的 

色
彩
を
多
分
に
所
有
し
、
自
ff
l

勞
働
者
と
異
る
所
は
年
季
的
の
雇
傭
契
約 

で
あ
る
封
建
的
主
從
關
係
と
結
び
っ
き
、
主
人
に
對
す
る
忠
實
を
要
求
せ 

ら
れ
て
居
り
、
機
屋
仲
間
規
約
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

(

前
揭
書
三
一
三 

頁)

 

. 

•

以
上
.

の
產
業
資
本
の
形
成
に
基
く
桐
生
：の
織
物
經
濟
構
造
は
マ
二
ュ
的 

形
態
を
と
っ
て
い
る
が
、
此
れ
が
如
何
に
商
業
資
本
と
關
連
し
結
び
っ
い 

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
大
島
氏
は
洞
生
の
商
業
資
本
は
製
品
の
購
入=

絹 

取
引
の
み
で
な
く
、
原
料
販
寶
生
絲
販
賣
を
な
し
、
時
に
は
掛
寶
な
ど
し 

て
原
料
を
生
產
溝
に
貸
與
し
た
。
此
れ
は
又
高
利
貸
的
性
裕
も
有
し
手
形 

な
ど
も
賢
付
け
た
。
か
く
て
商
業
資
本
ょ
り
產
業
資
本
へ
の
轉
化
の
萌
芽 

形
態
が
見
ら
れ
る
が
、
轉
化
が
完
全
で
な
い
根
據
を
主
と
し
て
商
品
と
し
. 

て
.

め
絹
織
物
の
特
殊
性
に
求
め
て
い
る
。

(

前
掲
書
三
六
七
頁)

，
 

か
く
し
て
I

物
商
業
資
本
も
利
潤
逍
求
上
、
生
產
過
程
を
織
屋
に
任 

せ
、
又
織
屋
身
も
下
機
賃
機
に
依
存
す
る
事
と
な
る
。
從
っ
て
賃
機
が 

.廣
沉
な
る
家
內
の
役
割
を
は
た
す
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

他
方
桐
坐
に
於
い
て
は
貿
次
商
の
み
で
な

く

、

生
產
渚
の
商
人
化
も
行 

わ
れ
生
產
诸
中
資
力
あ
る
啬
は
絲
仲
賣
商
或
は
絹
賈
次
商
の
手
を
經
ず
し 

て
前
橋
生
絲
市
其
の
他
に
出
場
し
て
.、
固
家
生
產
に
必
要
以
上
の
原
料
を

四
ニ 

(

六
.

ニ
八)

購
入
し
、
：之
を
農
村
の
小
手H

業
者
に
貸
仗
け
、
更
に
機
臺
を
も
贷
付
：l

 

て
ぃ
た
。

.

.

■
第
二
視
點
の
總
合
的
見
地
か
ら
大
島
氏
は
桐
生
地
方
マ
二
ュ
存
在
說
を 

取
ら
れ
て
い
る
ょ
う
で
あ
る
。
勿
論
明
確
な
形
で
は
な
い
が
。

.

(

前
掲
書 

■三
.！

四
頁)

.
，
 

.

.

.

.

'

唯
i

勦
は
マ
一
一
ュ形
態
に
於
け
る
商
罾
罾
ホ
と
罾
罾
罾
ホ
と
の
關
聯 

反
び
轉
化
阻
止
の
點
に
關
し
て
、
絹
織
物
の
特
殊
性
に
根
據
を
求
め
、
商 

業
資
本
の
發
展
の
程
度
は
產
業
資
本
の
程
度
に
.反
比
例
す
る
こ
と
の
重
要 

な
命
題
を
具
體
的
に
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
こ
の
結
果
賃
勞
働
者
的
色
彩
の
奉
公
人
の
質
的
內
實
と
賃
機
の 

生
產
者

(

n

事
實
上
の
賃
勞
働
者)

0

狀
態
の
$
畠
化
を
ょ
り
掘
り
下
げ 

て
硏
究
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

‘ 

•

,
他
方
桐
生
の
マ
ニ
ュ
が
一
面
に
生
產
者
起
源
の
マ
二
ュ
の
方
向
を
と
り 

な
が
ら
も
--
*

股
的
に
.は
賈
占
業
者
に
依
ふ
作
業
場
の
創
設
と
賃
機
と
い
う 

家
內
勞
働
の
分
配
と
一K

う
商
人
起
源
の
マ
ニ
ュ
の
對
立
オ
®
を
明
確
に
把 

握
し
て
お
ら
ず
並
列
的
に
究
明
し
て
い
る
。

.

最
後
に
西
陣
と
桐
生
、
桐
生
と
足
利
の
關
速
と
對
立
を
問
題
に
す
る
わ 

け
で
あ
る
が
、
先
ず
前
者
は
西
陣
か
ら
技
術
導
人
し
た
結
果
、
桐
生
の
生 

產
增
大
し
西
陣
の
消
費
領
域
を
侵
す
事
と
な
り
、
西
陣
は
そ
の
對
抗
策
と 

し
て
、
桐
生
高
機
紋
織
禁
止
と
他
國
織
i

登
額
の
制
限
を
設
く
る
に
至 

っ
た
が
、
經
濟
構
造
の
進
化
に
も
と
づ
く
地
方
機
業
の
發
展
系
列
の
擔
い 

手
を
阻
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
た
。

.，

併
し
な
が
ら
桐
生
の
隆
盛
期
に
桐
生
に
全
く
交
配
さ
れ
'
農
間
の
副
業

f
.

____

__

___

__

______________

:…

,…

：
i
i

と
し
て
居
坐
機
で
も
っ
て
織
り
、
桐
生
絹
賈
に
手
渡
し
て
い
た
足
利
は
高
，
 

機
の
桐
生
よ
り
の
移
入
と
共
に
、
生
産
力
墙
大
し 

'足
利
の
機
屋
舀
身
或 

い
は
、
足
利
買
次
商
が
之
を
纏
め
て
桐
生
べ
持
行
く
が
如
き
形
式
を
す
て
■ 

て
、
直
接
足
利
賈
次
の
手
に
依
っ
て
咐
央
市
場
へ
.

販
賣
す
る
よ
う
.

に
.な
っ 

た
。
か
く
し
て
足
利
出
市
紛
議
を
も
た
ら
す
や
う
に
な
っ
た
が
、
.大
島
氏 

は
こ
の
原
因
を
小
資
ホ
の
織
屋
が
生
罾
#

騰
貴
と
商
品
|1

矶
の
ア
罾
に
依 

っ
て
受
け
.

た
當
然
の
影
響
で
あ
っ
て
、
其
の
根
本
に
於
い
て
封
建
的
獨
占 

が
商
業
資
本
の
增
大
に
依
つ
て
蝕
ま
れ
.て
い
る
事
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て 

い
る
。

(

前
揭
眷
ニ
八
〇
頁)

 

.

.

そ
こ
で
新
興
1

に
對
す
る
肌
止
策
と
し
て
、
桐
生
賈
次
商
の
足
利
出 

市
禁
ih

と
外
村
の
高
機
禁
止
の
ニ
ヶ
•

條
を
決
定
し
た
が
、
前
者
に
對
し
て 

は
織
屋
仲
間
識
婼
書
が
締
結
せ
ら
れ
た
が
商
業
胄
本
の
こ

と
故
反
故
に
さ 

れ
た
。
同
時
に
桐
生
織
馬
仲
間
の
機
株
取
極
並
に
貸
株
は
足
利
の
反
對
と 

桐
生
賈
次
商
の
反
對
に
あ
つ
た
。

- 

ノ

大
鳥
氏
は
兩
渚
の
關
連
か
ら
對
立
へ
の
變
化
過
程
を
單
に
封
建
的
獨
占 

に
對
す
る
商
業
資
本
の
展
開
と
第
二
視
角
と
矛
盾
す
る
一
.面
的
强
調
を
し 

て
お
ら
れ
る
が
、
間
題
の
所
在
は
む
し
ろ
桐
生
內
部
の
矛
盾
の
み
で
な 

く
、
桐
生
仲
間
が
足
利
の
新
し
い
初
期
マ
’

！

1

ュ
の
形
成
發
展
.

に
.對
し
て
封 

遮
權
カ
に
依
存
し
、

に
存
在
す
る
，

小
營
罾
の
琪
實
上
の
賃
罾
㈱

化
に 

よ
つ
て
、
雜
持
存
續
せ
し
め
ん
と
し
た
の
で
は
な
.

い
か
、
こ
の
點
の
掘
り 

r

げ
は
後
で
詳
論
す
る
で
あ
ろ
う
。

總
括
的
に
大
鳥
氏
の
成
果
は
桐
.

生
織f

業
を
多
面
的
.に
廣
い
視
野
か
ら 

資
料
を
願
っ
て
解
明
也
ら
れ
て
い
る
が
、
重
要
.

な
缺
點
は一 ,

つ1

つ
指
摘

し
た
が
、
.

三
つ
の
分
析
視
角
を
通
じ
て
、
.
•
•農
業
と
i

の
結
合
の
具
體
的 

態
樣
が
不
明
確
.

で
あ
り
、
體
系
的
系
統
的
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
點
で
あ 

る
。
炎
に
第
一
視
戰
.

の
缺
點
を
是
正
す
る
方
法
を
1
-7
K

し
た
が
、
深
く
半
封 

建
制
の
近
代
的
進
化
の
足
跡
を
示
し
て
い
な
い
信
夫
氏
の
見
解
を
あ
げ
よ 

う
◊

.

(B
)

信
夫
淸
三
郞
氏
の
場
合
■

信
夫
氏
は
先
ず
封
建
的
な
德
川
時
代
、

「

米
遣
ひ
の
經
濟」

を
維
持
し 

よ
う
と
す
る
1

の
意
圖
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
封
建
的
な
生
產
機
構
を
否 

定
し
よ
う
と
.す
る
近
代
的
な
生
產
機
構
の
萌
芽
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
マ 

-
1

ュ
の
例
を
と
つ
て
解
明
し
よ
う
と
し
.た
。
卽
ち
マ
一
一ュ
は
一
般
的
に
は 

農
民
層
の
分
解
に
依
る
賃
勞
働
を
創
出
す
る
と
と
も
に
他
方
近
代
的
生
產 

機
構
.

の
根
幹
た
る
'

H

場
制
度
を
展
開
せ
し
め
る
。
從
つ
て
マ
ニ
ュ
發
展
の 

特
殊
性
は
產
業
革
命
の
特
性
を
規
定
し
、
そ
れ
を
土
臺
と
す
る
近
代
的
生 

產
機
構
の
特
殊
性
を
刻
印
す
る
。
■
こ
の
よ
う
な
一
股
的
觀
點
か
ら
先
づ
英 

國
の
毛
織
物
業
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
と
桐
生
の
そ
れ
を
對
比
し
よ
う
と
し 

た
。

.
■

大
島
氏
の
見
解
分
析
の
第
一
視
點
と
し
て
あ
げ
た
土
地
所
有
と
の
關
係 

及
び
農
民
層
分
解
と
の
迎
關
が
彼
の
場
八
ロ
@
め
て
不
充
殳
に
し
か
取
り
上 

げ
ら
れ
て
い
な
い
點
を
指
摘
し
た
が
、
信
夫
氏
は
此
の
點
大
塚
久
雄
氏
の 

英
國
產
業
史
分
析
に
於
け
る
農
民
の
存
在
形
態
の
意
義
の
重
大
性
を
良
く 

把
握
さ
れ
、
桐
生
織
物
業
の
歴
史
的
條
件
と
し
て
焦
點
を
据
え
置
か
れ
て 

.

ぃ
る
。

.

. 

'

四

三
-

(

六
ニ
九
.

)

絹
綠
業
.

に
於
け
る
生
庳
形
態
.

の.
發
展
，と
賃
勞
働
の
，
双
過
程
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三
川
學
歆
雜
誰
第
四
十
七
卷
笫
六
號

卽
ち
桐
生
織
I

は
ニ
っ
の
耍
因
に
依
っ
て
促
進
さ
れ
展
開
さ
れ
た
こ 

と
で
あ
る
。
そ
の
一
は
桐
生
織
i

が
農
村
を
毋
胎
と
し
て
展
開
さ
れ
た 

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
ニ
は
桐
生
織
^

f

の
母
胎
と
な
っ
た
農
村
に
金
納
化 

が
實
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

(

近
代m

本
產
業
史
序
說
五
頁)

具
體
的
に
は「
桐
生
地
力
^」

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
ょ
う
に
—|
耕
法
突 

法
不
宣
、
夫
食
其
外
諸
品
賈
上
の
地
に
て
、
全
く
織
物
の
餘
德
を
以
て
營 

み
居
り
、」

桐
生
織
物
業
が
農
業
の
暇
に
行
わ
れ
た
副
業
と
し
て
發
達
し
て 

來
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
同
時
忆
特
權
的
な
西
陣
に
對
比
し
て
、
桐
生
. 

の
非
ギ
ル
ド
的
農
村
的
性
質
が
西
陣
を
凌
駕
す
る
原
動
カ
と
な
り
、

X

後 

年
新
興
见
利
の
發
展
に
對
し
て
ギ
ル
ド
的
#
®
的
都
市
に
轉
化
さ
れ
ょ
う 

.

と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

他
方
旗
絹
上
納
の
金
納
化
は
一
一
っ
の
意
味
で
織
I

發
達
を
促
進
さ
せ 

る
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。
そ
の
一
っ
は「

諸
§

兔
被
仰
付」

に 

依
る
ょ
う
に
そ
の
負
擔
に
依
っ
て
、
他
の
一
切
の
賦
役
を
免
除
せ
し
め 

た
。
他
の
一
っ
は
こ
の
金
納
化
の
た
め
貨
幣
を
取
得
す
る
必
要
上
、
.絹
市 

の
發
達
を
促
し
従
っ
て
桐
生
織
物
の
商
品
化
を
擴
大
し
た
と
一K

え
得
る
で 

あ
ろ
う
。
此
等
歷
史
的
諸
條
件
を
基
底
に
し
て
、
桐
生
織
物
業
が
幕
末
如
. 

何
な
る
生
產
段
階
に
あ
り
、
特
質
を
持
っ
て
.い
た
か
が
次
の
間
題
で
あ 

る
。
信
夫
氏
は
工
業
に
於
け
る
發
達
が
小
商
品
生
產
、
.

マニュファクチ

. 

ュ
ア〔

問
屋
制
家
内
工
業〕

工
場
工
業
の
諸
^

m

を
推
轉
し

.

て
來
た
こ
と 

を
示
し
、
桐
生
の
場
合
、
農
村
の
.

内
部
で
養
蠶
、
製
絲
、
製
織
の
三
工
程 

が
結
合
し
た
桐
生
織
物
業
は
天
保
年
間
小
商
品
生
產
の
段
階
に
あ
っ
た
と

一：ム
わ
れ
て
い
る
。

四

四

(

六
三
〇〕

併
も
そ
の
過
程
に
あ
っ
て
、

r

國
賣」

な
る
行
商
的
方
法
で
地
方
的
需 

要
を
喚
起
し
充
足
し
て
い
る「

絹
買」

は
や
が
て
絹
市
を
成
立
せ
し
め
、
 

此
等
商
業
資
本
の
移
動
に
依
る
市
場
の
擴
大
ば
、
す
で
に
擴
大
さ
れ
た
市 

場
に
應
じ
得
る
た
め
の
生
產
の
マ
ニ
ュ
化
を
導
い
て
い
た
。

(

前
掲
#
近 

代
日
本
產
業
史
序
說)

 

■

天
保
六
年
の
文
書
に
依
れ
ば
桐
生
に
は
す
で
に
マ
二
ュ
が
廣
巩
に
展
開 

さ
れ
、
第
一
に
養
蠶
、
.

製
絲
、
製
織
の
三
工
程
が
そ
れ
ぞ
れ
分
化
さ
れ
て 

社
會
的
分
業
を
形
成
し
っ
っ
.

あ
り
、
第
二
に
製
織H

程
に
お
い
て
賃
勞
働 

に
基
く
分
業
と
協
業
が
行
わ
れ
て
居
り
、
第
三
に
は
農
業
部
面
に
厨
農
の 

使
用
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ょ
り
具
體
的
に
機
屋
に
於
け
る
賃
勞
働
に
も
と
づ
い
た
分
業
と
協
業
の 

形
態
が
存
在
し
て
居
り
、
併
も
生
産
の
基
軸
は
織
屋
の
作
業
場
で
行
わ
れ 

た
に
し
て
も
、

一
般
的
に
は
周
邊
の
家
內
X -
業
を
外
業
部
と
し
て
利
用
し 

た
。
そ
の
經
營
規
模
は
天
保
、
弘
化
年
間
に
は
經
營
二
百
六
七
十
に
機
臺 

千
五
六
百
に
な
っ
て
お
り
、

一
經
營
當
り
の
平
均
機
臺
數
は
六
臺
ほ
ど
で 

あ
っ
た
。
他
方
機
屋
奉
公
人
の
方
は
寶
曆
の
頃
で
總
計
七
百
人
ば
か
り
、
 

内
部
は
上
織
二
百
人
、
中
織
二
百
並
織
西
人
、
紋
引
二
百
人
と
な
っ
て
い 

る
。
又
技
術
構
成
の
發
展
か
ら
見
る
な
ら
高
機
の
移
入(

西
陣
か
ら
元
文 

三
年
移
入)

は
生
產
力
の
增
大
を
も
た
ら
し
、
撚
絲
工
程
に
於
け
る
水
力 

八
丁
庳
の
發
明
は
水
カ
を
利
用
し
て
囘
轉
し
た
か
ら
、

マ
ニ
ュ
技
術
の
最 

高
段
階
を
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。.

(

前
掲
書一

八
頁)

以
上
の
一
般
的
展
菌
を
通
し
て
次
に
マ
ニ
ュ
の
經
p

p

^:
の
分
析
に
ぅ 

つ
る
と
信
夫
氏
は
桐
生
織
物
業
は
戳
然
と
ニ
つ
に
分
れ
る
。

一
は
.豪
農
の

い
と
な
む
機
屋
で
あ
り
、
他
は
一
殷
農
民
が
營
む
機
屋
で
あ
る
。

先
ず
前
渚
の
場
合
を
見
る
と
、
豪
農
の
經
營
す
る
マ
二
ュ
に
依
っ
て
、
 

桐
生
織
®

が
導
か
れ
た
。
此
等
の
織
屋
が
，「

織
元」

と
し
て
小
商
品
生 

產
者
を
問
屋
制
的
に
支
配
し
た
。
こ
の
場
合
他
方
に
お
い
て「

豪
農」

た 

り
名
主
、
ff
i

正
た
る
性
裕
を
も
.

っ
て
い
た
事
實
は
、
そ
う
し
た
問
屋
制
的 

な
支
配
關
係
を
必
然
的
に「

農
奴」

に
對
す
る
領
主
的
支
配
と
か
ら
み
合 

わ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
.。
此
處
に
於
い
て
小
商
生
產
者
は
一
一
重 

の
.

意
味
で
吏
配
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
卽
ち
ー
方
で
は
事
實
上
の
賃
勞
働 

者
と
し
て
織
元
マ
ニ
.

ュ
の
た
め
の
外
業
部
と
な
り
、
資
本
に
從
凰
す
る
と 

共
に
、
他
方
農
奴
制
の
も
と
に
お
け
る
生
計
補
充
的
な
家
内
工
業
者
と
し 

て
農
奴
制
の
支
配
を
も
う
け
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

.

後
卷
の
場
合
—|

農
民
の
織
エ」

卽
ち
一
：股
農
民
が
營
む
機
業
の
經
營
は 

如
何
な
る
形
態
を
な
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
..基
本
的
に
は
，彼
等
に
對
す 

る
前
期
的
資
■

本
の
匪
倒
的
支
配
で
あ
る
。

一
面
に
於
け
る
原
料
絲
商
の
支 

配

(

前
者
の
や
う
に
領
主
的
支
配
と
の
か
ら
み
合
い)

と
他
面
に
於
け
る 

賈
次
商
の
支
配=

=

前
®
制
度
を
運
用
し
っ
づ
生
產
過
程
を
把
握
し
て
い
っ 

た
こ
と
が
明
か
に
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
こ
の
支
配
關
係
は
賈
次
商
の
領 

主
支
配
と
結
合
し
て
.

生
じ
て
居
り
、
具
體
的
に
は
絹
買
の
大
部
分
は
所
謂 

鄕
士
か
江
洲
、
伊
勢
商
人
の
來
つ
て
前
記
特
權
階
級
と
緣
戚
に
な
っ
た
も 

の
で
あ
る
。

前
述
の
桐
生
の
マ

n

ュ
.の
歴
史
的
特
質
を
英
國
の
毛
織
物
業
に
於
け
る 

マ

一一ュ
の
^
^
^

と̂
對
比
す
る
と
次
の
㈣
く
規
定
し
得
る
。
ィ
ギ
リ
ス 

の
場<!"

獨
立
自
營
の
ヨ
ー
マ
ゾ
リ
ー
を
樹
胎
と
す
る
農
村
の
：織

元(

マ
ニ

■

.

賴
淼
業
に
於
け
る
生
產
形
態
の
.

發
展
：と
賃
勞
爾
の
形
成
過
程

ュ
H

產
業
資
本)

が
次
第
に
都
市
の
織
元
を
排
除
す
る
こ
と
に
依
っ
て
展 

開
さ
れ
た
が
、
.

桐
生
の
場
合
は
豪
農
の
織
7C(

M
!

ュ)

が
領
主
的
並
び 

に
問
屋
制
支
配
と
密
接
に
か
ら
み
合
う
こ
と
に
依
っ
て
展
開
さ
れ
た
の
で 

あ
っ
て
、
そ
.

こ
で
は
マ
ニ
ュ
が
次
第
に
_

罾
_

貞
の
.申
に
分
解
す
る
と
い 

う
傾
向
さ
え
生
じ
た
。

■

と
の
相
異
の
決
定
的
要
因
は
、
英
國
に
於
け
る
封
建
的
土
地
所
有
の
早 

期
的
崩
壞
と
獨
立
自
營
農
の
成
立
、
日
本
に
於
け
る
封
建
的
土
地
所
有
の 

支
配
的
存
續
と
獨
立
自
營
農
の
缺
除
と
い
う
所
に
根
元
を
も
ち
、
從
っ
て 

桐
生
に
於
け
る
豪
農
の
織
ー
兀
の
決
定
的
優
越
と
、
胄

罾

罾

ホ

の
_

的
優 

位
と
は「

豪
農
の
織
ー
冗」

.

に
依
る
マ
！1
ュ
を
ー
應
展
開
せ
し
め
な
が
ら
、

一
方
に
於
け
る「

農
民
の
織
工」

.に
依
る
マ
一
一
ュ
の
自
生
的
な
生
成
發
展 

を
阻
止
し
、
他
方
に
於
け
る
豪
農
の
織
一
冗
の
一
部
か
らH

場
工
業
を
創
出 

せ
し
■

め
た
が
、
そ
の
大
部
分
を
次
第
に
問
屋
制
度
の
な
か
に
分
解
せ
し 

め
、
從
っ
て
桐
生
に
お
け
るH

場
工
業
の
展
開
は
問
屋
制
資
本
が
主
導
的 

に
產
業
資
本
に
轉
化
す
る
と
い
う
方
法
に
依
っ
て
行
わ
れ
た
。

信
夫
氏
に
あ
っ
て
は
、
大
島
氏
の
著
し
く
不
明
確
で
あ
っ
た
土
地
所
有 

と
.

マ
一
一
ュ
形
成
の
關
連
が
或
る
程
度
明
か
に
.

さ
れ
て
い
る
が
、
豪
農
と
領 

主
を
一
體
的
に
と
ら
え
*
農
の
封
建
社
會
內
部
に
も
っ
一
一
面
性
と
領
主
と 

の
相
對
的
矛
盾
が
全
然
明
か
で
な
く
、
そ
の
上
農
民
の
織
工
と
並
列
的
に 

取
极
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
後
者
の
具
體
的
形
態
と
前
者
と
の
矛
盾 

と
、■
領
主
層
に
對
し
て
は
豪
農
■

の
織
屋
と
の
一
時
趴
.
_』

を
ょ
り
掘
り
上 

げ
て
解
明
ず
る
必
要
が
.

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

マ
ニ
ュ
の
®

m

自
體
の
技 

術
的
形
態
に
幻
惑
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

四

五

：
(

六
三

I
)
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同
時
に
延
利
と
の
對
立
抗
爭
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
办
は
、
大
鳥
氏
め 

成
來
に
大
き
な
成
聚
を
も
た
せ
る
が
あ
り
、
此
の
問
題
は
今
後
農
業 

構
造
と
相
亙
に
密
接
な
關
弛
を
も
つ
生
產
段
階
の
嚴
密
众
規
定
を
欢
定
す

る
鍵
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
-o

.
/
 

-

(c
)

堀
江
英
一
氏
の
場
合

堀
江
氏
は
宙
典
的
マ
ニ
ュ
論
带
を
集
約
し
て
次
の
四
點
に
つ1

て
深
化 

の
要
の
あ
る
こ
と
を
カ
說
せ
ら
れ
て
い
ガ
。

:

卽
ち
服
部
、
土
屋
氏
は
先
ず
マ
-i

ュ
成
立
の
た
め
の
外
國
市
場
の
不
必 

要
と
必
要
に
つ
い
て
論
據
を
問
題
に
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
幕
末
の 

發
展
段
階
を
前
者
は
嚴
マ
一
一
ュ
と
規
定
し
罾
豸
は
問
員
®

工
業
と
し
て
考 

え
て
い
た
。
以
上
の
ニ
點
は
車
に
經
濟
的
基
礎
過
程
の
み
で
な
く
、
明
治 

維
新
の
性
格
を
決
定
す
る
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
も
の
で
あ
み
。
併
し
な
が 

ら
マ
ニ
.

ュ
論
爭
は
や
や
も
す
れ
ば
そ
れ
自
體
に
止
ま
り
、
他
方
に
於
い
て 

i

さ
れ
て
い
た「

農
村
問
題
論
爭」

と
分
離
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
.從 

つ
て
服
部
氏
.

の
如
き
は
農
村
近
代
化
の
否
定
と
嚴
マ1

1

ュ
時
代
の
肯
定
が 

並
列
さ
れ
、
他
方
土
屋
氏
は
農
村
の
近
代
化
の
肯
定
と
マ
ニ 
土
が
等
置
さ 

れ
る
と
い
ぅ
矛
盾
が
行
わ
れ
て
い
た
。
重
要
な
こ
と
は
兩
者
の
基
本
的
連 

繫
の
核
を
深
く
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。

'.

以
上
の
問
題
點
に
立
つ
て
堀
江
氏
は
一
一
つ
の
分
析
視
角
か
ら
問
題
を
掘 

り
下
げ
ょ
ぅ
と
.

し
た
。
そ
の

|

は
生
產
P

造
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
ニ
は 

市
場
構
造
の
問
題
に
外
な
ら
な
い
。
前
者
が
資
本
的
、
，.技
術
的 
一S

面
か 

ら
追
求
さ
れ
る
と
同
樣
に
、
後
老
は
都
0

場
と
農
村
市
場
と
い
う
ニ
面

.

.

 

四

六

(

六
三
ニ)

か
ら
把
握
せ
ら
れ
る
" 

、

'

生
ず
後
者
か
ら
卽
ち
掘
江
跃
の
い
う
分
散
マ
ニ
ュ(

問
屋
制
家
內
工
業)

 

形
成
の
條
件
と
し
て
の
市
場
構
造
を
問
題
に
す
る
と
、.
此
の
市
場
範
圃
は 

ニ
っ
の
面
が
あ
る
こ
と
.

は
旣
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
一
面
は
武
士
階
級 

.

の
貢
租
米
の
追
加
分
と
新
地
主
の
現
1

代
卽
ち
主
と
し
て
都
市
市
場
か 

ら
來
る
も
の
で
あ
り
、
他
，の
面
は
農
奴
階
級
に
お
け
る
社
會
的
分
化
を
源 

康
と
す
る
農
村
_

實
力
を
中
心
と
す
る
農
村
市
場
で
あ
る
。
こ
の
農
村
市 

場
の
i

は
、
地
方
機
業
の
發
生
を
促
し
、
農
村
副
業
的
絹
織
業
が
各
所 

匕
起
る
に
至
っ
た
。
同
時
に
衣
料
自
給
生
產
の
解
體
を
う
な
が
し
、
絹
業 

に
お
け
る
社
會
的
分
化
を
促
し
た
。
地
方
機
業
の
場
合
生
絲
生
產
と
機
業 

は
近
世
中
期
に
至
る
ま
で
强
く
結
合
さ
れ
て
い
た
が
中
期
以
後
は
分
化
せ 

ら
れ
た
。
具
體
的
に
桐
生
の
場
合
天
保
年
間
兩
渚
の
分
離
は
明
確
化
し
て 

お
り
、
足
利
の
場
合
は
文
化
年
間
に
は
生
絲
や
綿
絲
の
生
產
は
機
業
か
ら 

分
化
し
た
。

(

近
代
產
業
.

史
硏
究
二
三
頁)

.

此
の
社
會
的
分
化
は
地
域
的
分
化
に
ま
で
達
じ
特
に
雨
毛
地
方
で
は
生 

絲
生
產
は
大
間
々
、
厩
橋
、
前
橋
、
西
上
洲
に
集
中
し
、
機
業
は
桐
生
足 

利
に
集
中
し
た
。

'

.

以
上
の
.市
場
が
如
何
な
る
形
で
i

し
、
ど
の
ょ
う
な
制
約
を
有
し
て 

い
る
か
が
次
の
問
題
と
な
る
.

。
卽
ち
近
#

絹
織
物
業
の
|

列
は
西
陣—

 

丹
後
丨
桐
生—

>

長
濱
-

>

岐

平
>

足
利
丨
.

伊
勢
崎
|

>

八
王
子
丨
>

秩
父
、
と
い 

.
う

時
間
系
列
を
も
っ
て
お
り
、
此
の
事
は
他
方
農
村
市
場
の
擴
大
發
展
を 

示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
.

で
あ
る
。
い
わ
ば
此
等
發
展
過
程
の
中
に
あ 

.

つ
て
、
西
陣
と
地
方
機
業
の
對
立
が
種
々
な
形
を
と
つ
て
表
れ
る
が
、
農

村
市
場
は
地
方
機
業
に
充
分
な
市
場
を
提
共
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
從
っ
. 

て
西
陣
機
業
の
方
向
に=

都
市
市
場
の
方
向
に
逆
^

し
て
行
っ
た
。
桐
生 

に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
西
陣
化=

特
權
化
の
中
に
あ
っ
て
、
足
利
は
絹
綿 

交
織
物
及
び
綿
織
物
を
基
調
と
し
て
i

し
、
桐
生
と
足
利
と
の
對
立
が 

丁
度
西
陣
と
桐
生
の
對
立
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
表
れ
た
。
此
れ
は
足 

機
機
業
が
農
村
市
場
に
よ
り
多
く
基
礎
を
お
い
て
い
る
こ
と
に
外
な
ら
な 

い
。 

.

’

:

.

■

.

併
も
此
の
農
村
市
場
は
著
し
い
制
約
を
も
っ
て
い
る

の
は
農
奴
が
商
品 

經
濟
か
ら
排
除
さ
れ
、
米
作
を
し
て
商
品
生
產
に
專
業
化
す
る
.

こ
.と
は
出 

來
な
い
結
果
、.
社
會
的
地
域
的
分
化
は
制
約
せ
ら
れ
、
■農
奴
階
級
は
副
業 

的
商
品
生
產
に
お
も
む
く
程
窮
乏
化
し
た
の
で
あ
る

次
に
分
析
視
角
の
第
一
の
問
題
を
形
成
す
る
生
產
構
造
.の
問
題
で
あ
る 

が
、
そ
の
一
側
面
で
あ
る
資
本
的
側
面
か
ら
究
明
し
よ
う
。
.そ
こ
で
は小 

營
業
渚
の
事
實
上
の
賃
勞
働
化
と
い
う
特
異
な
階
級
分
化
が
明
確
に
な
る 

で
あ
る
で
あ
ろ
う
。
先
ず
先
染
絹
織
業
と
し
て
の
桐
生
.

の
生
產
P

造
は
三 

っ
の
ヵ
テ
ゴ
リ
の
機
屋
が
存
在
し
て
い
た
。
卽
ち
.

マ
ニ
ユ
の
生
產
形
態
と
. 

小
1

の
獨
立
の
機
屋
と
事
實
上
の
賃
勞
働
者(

下
機
と
賃
機)

で
あ
る
。

,

そ
し
て
機
冗
又
ば
一
兀
機
屋
は
一
方
.で
は
內
機
に
於
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の 

ヵ
テ
ゴ
リ
ー
の
生
產
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
他
方
出
機
に
於
い
て
は
問
屋 

と
し
て「

§

實

上

の

賃

豸

」

を
隸
屬
せ
し
め
る
事
實
上
の
生
産
者
と
_ 

し
て
す
ら
あ
ら
わ
れ
る
所
に
あ
る
。

併
も
他
面
分
散
マ
-

ュ
形
成
に
お
け
る
技
術
的
側
面
に
っ
い
て
は
、
間 

屋
制
家
内H

業
の
も
.

と
に
於
け
る
分
業
と
協
業
.と
に
關
す
る
四
っ
の
浪
態

:

絹
織
業
に
於
け
る
生
產
形
態
办
發
展
と
賃
勞
働
の
形
成
過
程
'

:

を
析
出
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

第
.

一
の
形
態
は
堅
染
細
績
、
染
色
、
機
椿
、
製
織
と
い
う
生
產
行
程
の 

1

切
を
自
家
_

_

で̂

う
織
7 6
、
第
二
は
自
己
の
作
業
場
で
製
織
工
程 

又
は
そ
の
ほ
か
の
ニ一

一•一
の
エ
程
を
行
い
他
は
賃
仕
事
に
出
す
織
元
、
第
三 

は
自
己
.

の
作
業
場
で
製
織H

程
又
は
そ
の
ほ
か
の
ニ
三
の
工
程
を
行
う
と 

と
も
に
、
賃
機
ま
れ
に
ば
下
機
を
し
て
製
織
せ
し
め
、
さ
ら
に
他
の
部
分 

H

程
を
そ
の
事
業
者
に
賃
仕
事
に
出
す
織
•

元
、
第
四
に
す
で
に
生
產
工
程 

に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
工
程
專
業
渚
に
出
し
、
全
く
作
業
場
を
も
た
な
い
織 

冗
等
あ
る
が
織
元
は
部
分
工
業
事
業
箸
を
隸
屬
せ
し
め
る
こ
と
に
依
つ
て 

分
化
さ
れ
た
生
產
エ
程
の
經
濟
的
技
術
的
統
一
者
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ 

る
。

(

前
掲
書
四
五
頁)

こ
の
ょ
う
な
分
散
マ
ニ
ュ
.

の
形
成
の
基
礎
は1

K

う
ま
で
も
な
く
、
.

自
ff
i

 

な
賃
1

の
創
出
過
程
を
修
滯
さ
せ
、
事
實
上
の
賃
勞
働
者
を
廣
汎
に
普 

及
さ
せ
た
近
世
中
期
以
降
に
お
け
る
農
村
の
階
級
分
化
の
性
格
—

.っ
ま 

り
武
士
階
級
の
貢
租
米
が
喰
い
殘
し
た
必
要
生
產
物
の
一
部
を
新
地
主
が 

現
物
地
代
と
し
て
徵
收
し
、
從
っ
て
土
地
を
喪
失
し
た
農
民
は
追
放
さ
れ 

る
所
か
小
作
人
と
し
て
土
地
に
ょ
り
强
く
結
び
っ
け
ら
れ
、
こ
の
窮
乏
し 

■た
小
作
人
は
必
然
的
に
生
計
補
充
的
農
村
副
業
と
し
て
の
事
實
上
の
賃
勞 

働
者
に
根
據
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

■

此
等
の
見
解
は
旣
成
古
典
的
マ

-
1

ュ
論
爭
に
對
.L

て
新
し
：い
見
地
を
提 

供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
ニ
っ
の
分
析
視
角
と
分
散
マ
一
一
ュ
形 

成
の
基
底
.

究
明
に
っ
い
て
。
#

に
市
場
形
成
の
1 8
點
か
ら
生
產
#
造
把
握 

を
試
み
た
'

點
は
高
く
評
債
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
、
生
產
構

四
七
ハ
六
三
ー
ー
ー)

.

3 -i 
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■
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s
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(

六
三
四)

造
の
一
一
っ
の
侧
面
が
機
械
的
に
分
離
さ
れ
た
.

上
に
資
本
の
側
面
に
於
い
て
. 

三
っ
の
力
テ
.

ゴ
リ
I

が
並
列
的
に
あ
っ
か
わ
れ
問
題
の
主
要
な
も
の
と
主 

要
で
な
'い
も
の
と
..の
區
別
と
關
述
：が
明
確
で
な
い
。
他
方
技
術
的
側
面
は 

生
產
行
程
を
固
家
作
業
場
で
あ
っ
か
う
か
否
か
に
四
っ
の
形
態
の
差
異
が
；
 

お
か
れ
て
い
る
が
、
分
業
と
協
業
の
關
係
を
よ
り
具
體
的
に
把
握
し
、
此 

等
を
資
本
が
ど
の
よ
ぅ
に
と
ら
え
る
か
が
間
題
と
な
ろ
ぅ
。

次
に
足
羽
と
の
對
立
を
め
ぐ
っ
て
桐
生
の
特
權
化=

西
陣
化
と
し
て
い 

る
が
單
に
桐
生
と
西
陣
を
等
置
し
得
な
い
も
の
が
あ
り
は
し
な
い
か
、
こ 

の
點
に
っ
い
て
の
信
夫
氏
の
桐
生
の
.規
定
農
村
的
性
格
に
對
す
る
西
陣
の 

都
市
的
性
格
の
問
題
が
深
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
！

K

え
よ
ぅ
。
 

て
た
が
堀
江
氏
の
見
解
は
後
の
搏
論
に
っ
い
て
よ
り
多
面
的
視
角
か
ら
吟 

味
し
、
發
展
さ
せ
得
る
必
要
が
あ
る
。

(D
)

藤
田
五
郞
氏
の
批
㈣

め
見
地

此
處
で
藤
田
氏
の
見
解
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
桐
生
を
直
接
對
象
と
し 

て
は
い
な
い
所
論
の
中
に
今
後
桐
生
分
析
の
場
合
重
耍
な
指
示
を
受
け
る 

點
が
あ
り
、
そ
の
上
信
夫
、
堀
江
氏
に
對
す
る
批
判
的
見
解(

此
の
場
合 

桐
生
の
問
題
が
主
た
る
對
象
に
な
っ
て
い
る)

が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら 

で
あ
る
。

藤
田
氏
は
先
ず「

日
本
近
代
產
業
の
生
成」

に
於
い
て
東
北
の
製
絲
マ 

>
1

ュ
を
近
代
產
業
生
成
の
硏
究
對
象
に
せ
ら
れ
、
究
明
さ
れ
て
い
る
が
最 

初
問
題
點
を
第
ー
に
マ
ニ
ュ
の
生
產
形
態
に
向
け
ら
れ
、
■生
產
形
態
を
技 

術
行
程
と
經
濟
行
程
の
統
一
と
し
て
把
握
し
て
い
.

る
。
そ
し
て
具
體
的
に

.

揚
返
工
場
の
實
例
か
ら
、
其
處
に
於
け
る
技
術
行
程
は
マ
二
ュ
的
特
徴
を 

有
し
て
い
る
が
、
經
濟
關
係
と
し
て
は
家
計
補
充
的
賃
勞
働
者
で
あ
り
、
 

そ
の
實
態
は
オ
ヤ
カ
タ
、

コ
カ
タ
の
關
係
が
近
世
社
#

關
係
fi

7'.に
變
容
さ 

れ
た
も
の
.

で
あ
り
、

一
方
に
於
け
る
事
實
上
の
賃
勞
働
者
は
農
家
の
婦
女 

子
家
內
勞
働
力
で
ぁ
り
、
他
方
揚
返
場
經
營
者
は
も
と
の
絲
問
屋
で
あ 

る
。
從
っ
て
西
歐
の
マ
二
ュ
と
東
北
の
マ
二
ュ
と
の
決
^
的
相
異
は
經
營 

者
と
賃
勞
働
者
の
存
在
樣
式
の
相
異
で
あ
り
、
そ
れ
は
基
礎
に
は
舊
社
會 

に
於
け
る
農
民
層
の
存
在
形
態
の
—

造
的
差
變
依
る
も
の
で
あ
る
。

要
約
す
る
な
ら
揚
返
場
の
み
な
ら
ず
上
州
高
崎
の
マ-

I

ュ
及
び
秋
田
木 

綿
の
マ
ー1

ュ
は
技
術
行
程
に
關
し
て
は
西
歐
の
マ
二
ュ
と
本
質
的
に
異
る 

所
は
な
い
が
、
經
濟
行
程
に
關
し
て
は
後
者
と
著
し
く
異
る
も
の

で

あ
.
 

る
。
卽
ち
兩
者
の
統
一
的
把
握
を
主
張
し
て
お
ら
れ
る
の
は
高
い
意
義
を 

も
つ
と
云
え
る
た
ろ
ぅ
。

第
二
に
日
本
の
農
民
側
の
農
村
工
業
を
は
じ
め
た
の
は
如
何
な
る
階
級 

か
又
ど
の
ょ
ぅ
な
生
活
辑
造
を
展
開
し
て
い
る
か
と
設
間
し
、
新
地
主
的 

=

前
期
資
本
家
的
な
も
の
で
な
い
か
と
云
い
、
此
れ
は
問
屋
制
度
へ
解
消 

し
て
行
く
方
向
を
も
つ
て
い
る
-

と
を
明
か
に
す
る
。
換
言
す
る
な
ら 

ば
、
日
本
の
農
民H

業
は
二
っ
の
系
統
を
も
ち
、
一
は
豪
農
中
心
に
展
_
さ 

れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
商
業
資
本
家
的
な
問
屋
中
心
の
も
の
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
下
部
i

に
は
前
代
的
共
同
體
的
な
關
係
が
深
く
連
繫 

し
、

マ
.

一
一
ュ
形
態
が
商
業
資
本
家
に
依
っ
て
展
開
さ
れ
、
大
商
業
資
本
が 

生
產
を
支
配
し
て
い
る
典
型
が
見
ら
れ
る
が
、.

「

オ
ヤ
カ
タ」

の
變
化
し 

た
商
業
資
本
と
大
き
な
商
業
資
本
は
相
對
的
に
對
立
す
る
が
後
者
を
突
き

Lr
f
l
,善

參

：藝
碧
麗
篆
^
^
漆

破
っ
て
發
展
し
得
な
い
所
に
日
本
的
な
特
株
性
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る 

こ
の
ょ
う
な
前
提
に
立
っ
て
藤
田
氏
は
信
夫
氏
と
堀
江
氏
に
對
し
て
桐
生 

織
物
業
を
め
ぐ
っ
て
批
判
的
で
あ
る
。
信
夫
氏
に
對
し
て
の
批
判
の
第
一 

は
桐
生
織
物
業
を
西
歐
的
農
村
工
業
と
し
て
把
握
す
る
の
が
正
し
い
こ
と 

か
ど
う
か
、む
し
ろ
本
質
的
に
は
、卽
ち
豪
農
の
織
一
兀
=

名
主
、
里
正
で
あ 

っ
た
故
西
歐
的
意
味
に
於
け
る
都
市
工
業
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
、
若
し 

西
歐
的
意
味
に
お
け
る
農
村
工
業
的
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
が
何 

故
に
領
主
的
問
原
制
支
配
の
中
に
分
解
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
か 

と
い
う
理
凼
が
明
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
一K

わ
れ
て
'

い
る
。

他
方
堀
江
氏
.

に
對
し
て
は
、
先
ず
分
散
マ
二
ュ
に
對
し
て
支
配
的
で
な 

か
っ
た
、
例
外
的
な
存
在
に
過
ぎ
な
か
っ
た
マ
ニ
•!
.

の
關
迎
は
ど
う
か
、
 

從
っ
て
こ
の
マ
：

1

ュ
の
生
產
形
態
の
本
質
と
發
展
を
見
極
め
ね
ば
な
ら 

ぬ
。
藤
田
氏
は
こ
の
例
外
的
存
在
と
し
て
の
マ
ー1

ュ
は
豪
農
マ
-
ュ
で
な 

か
つ
.

た
か
と
云
い
、
若
し
西
歐
農
村
工
業
的
マ
-.1

ュ.と
す
る
な
ら
分
散
マ 

二
ュ
と
の
關
連
及
び
信
夫
氏
へ
の
疑
問
の
ょ
う
に
何
故
問
屋
制
に
解
消
し 

た
か
の
間
題
が
殘
る
わ
け
で
あ
る
。

日
本
の
場
合
は
一
方
に
於
け
る
農
業
の
封
建
的
關
係
と
問
員
㈣
豸
內
エ 

業=

マ
ニ
ュ
と
結
び
っ
き
、
他
力
後
者
が
農
業
の
近
代
的
萠
芽
を
^
成
す 

る
と
一K

う
統
一
的
關
係
に
あ
り
、
此
等
を
基
底
に
し
て
生
窟
段
階
的
に
は 

小
工
業
の
段
階
恐
ら
く
は
豪
農
間
屋
的「

初
期
マ
二
ュ
段
墮
を
經
て

、
 

幕
末
維
新
期
の
豪
農
問
屋
マ
二
ュ
段
階
を
創
出
し
た
も
の
で
罾
ホ
的
⑽
®

 

に
關
し
て
は
商
業
^
本
の
產
業
資
本
へ
の
形
式
的
轉
化
で
あ
り
、
勞
働
カ 

の
面
に
關
し
て
は
事
實
上
の
賃
勞
働
者
へ
の
形
成
を
統
一
.

し
た
形
態
を
と

絹
織
業
に
於
け
る
生
產
形
態
の
發
展
と
賃
勞
働
の
形
成
§
'

つ
て
い
る
。 

,

.藤
田
氏
の
旣
成
分
散
マ
一
一
ュ
論
芯
對
し
て
豪
農
マ
ニ
ュ
を
ク
口
ー
ズ
ァ 

ッ
ブ
さ
せ
、
こ
の
形
態
を
實
證
的
に
探
究
さ
れ
た
點
は
今
迄
の
抽
象
論
議 

に
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
.た
と

沄

っ

て

も

砠

ー

ー

ー

日

で

な

い
。
同
時
に
後
述
の 

「

封
建
社
會
の
展
開
過
程」

に
至
る
迄
一
賞
し
た
主
張
の
導
き
の
糸
で
あ 

っ
た
。
勿
論
段
階
規
定
は
後
著
で
是
正
は
し
た
が
。

併
し
豪
農
を
問
屋
制
へ
の
解
消
と
い
う「

後
ろ
む
き」

の
侧
面
で
の
み 

と
ら
え
た
結
果
、
領
主
と
の
連
繫
と
い
う
信
夫
的
見
解
と
同
一
に
な
り
、
 

し
か
も
彼
と
は
反
對
に
西
歐
的
都
市
的
工
業
で
な
い
か
と
主
張
す
る
。
從 

つ
て
豪
農
の
も
つ
他
面
の
前
進
钠
役
割
が
消
滅
し
て
し
ま
う
。

同
時
に
商
業
資
本
と
產
業
資
本
の
發
展
の
反
比
例
の
法
則
を
無
視
し
大 

塚
史
學
流
の
商
業
資
本
の
產
業
資
本
へ
の
形
式
的
轉
化
が
中
心
と
な
る
。

最
後
に
藤
田
货
の
最
大
の
.

缺
陷
は
豪
農
マ
-一
ュ
と
農
民
的
工
業
の
擔
い 

手
に
眼
を
奪
れ
た
た
め
、：豪
農
マ
ニ
ュ
に
於
け
る
賃
勞
働
者
の
形
成
と
则 

者
の
分
解
の
形
態
が
明
か
に
さ
れ
.て
い
な
い
こ
と

で

あ
る
。

併
し
な
が
ら
藤
田
氏
は
續
く「

近
世
封
建
社
會
の
禪
造」

に
於
い
て
前 

著
と
異
り
、
德
川
幕
雜
體
制
下
の
近
代
的
進
化
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
單 

純
商
品
生
產
の
廣
汎
な
展
開
を
通
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
的
生
産
の
K

if

な
. 

萠
芽
た
る
小
商
品
生
塵
の
成
立
.

の
把
握
を
し
、
以
上
を
基
礎
に
し
て
小
商 

品
生
產
の
歴
史
的
社
會
的
性
格=

發
展
の
方
向
を
明
確
化
さ
れ
た
。

先
ず
近
代
化
の
励
力
は
中
世
的
名
主
n

初
期
本
百
姓
を
し
て
最
初
に
一 

般
的
小
商
品
生
產
者
た
ら
し
め
、
そ
し
て
巾
世
的
作
子
の
新
本
西
姓
化
の 

.

過
程
に
あ
っ
て
、
.，.作
子
か
ら
分
出
し
た
近
世
的
下
人
勞
働
を
初
期
本
瓦
姓

:

、：
 

四

九

(

六
三
五)
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H

田
學
會
雜
餘

.

.

第

四

十

七

卷

..第
六
號
一

が
使
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
か
ょ
ぅ
に
初
^
:
百
姓
を
一
個
の
獨
立
自
營 

農
と
し
て
孫
藩
體
制
に
依
つ
て
强
制
的
に
生
み
落
す
と
同
時
に
、
他
方
こ 

れ
に
對
し
て
無
税
や
作
子
へ
の
負
擔
轉
化
之
い
ぅ
形
で
領
主
層
と
妥
協
、
 

保
護
の
雨
面
を
も
っ
特
權
的
獨
立
自
營
農
民
で
あ
っ
た
。

此
等
を
根
抵
.

に
し
•

て
藤
田
氏
は
小
商
敌
生
塵
者
の
四
.っ
の
形
態
を
指
摘 

す
る
。
第
一
は
特
權
的
佐
瀨
型r

f

小
商
品
生
產
者」

で
あ
り
、
第
二
は
佐
. 

藤
家
型
で
、
こ
の
佐
藤
家
は
寬
政
十
二
年
i

l

臺
七
梃
を
建
て
、
機 

織
職
人
を
給
金
を
出
し
て
召
し
抱
え
、.
い
わ
ゆ
る
1

マ
二
ュ
の
設
立
を 

試
み
た
0 

'そ
の
他
天
明
"

寬
政
頃
、
絹
絲
、
眞
綿
問
屋
と
し
て
又
米
問
屋 

と
し
て
相
當
大
が
か
り
な
市
場
に
結
一
び
つ
，い
て
い
た
こ
と
が
明
.か
で
あ 

る
。
又
高
西
：心
の
本
百
姓
、
大
略
九
町
前
後
の
大
土
地
經
營
者
で
あ
り
自 

1

四
町
六
段
前
後
、
下
人
雇
傭
明
か
に
な
っ
.

て
い
る
。
同
時
に
酒
造
業 

も
經
營
し
て
い
た
た
め
、
近
在
周
邊
も
明
か
に
な
っ
て
い
る
、
同
時
に
酒 

造
業
も
經
營
し
て
い
る
た
め
、
近
在
周
邊
の
農
家
ょ
り
米
を
賈
い
集
め
て 

い
た
記
錄
も
見
せ
て
い
る
。

：

.

そ
し
て
享
保
段
階
ま
で
村
役
人
た
る
こ
と
を
極
力
避
け
て
い
た
所
の
比 

較
的
進
步
的
生
產
カ
的「

胄
品
^

罾
豸」

で
は
な
か
っ
た
か
、
そ
し
て
寬 

政
十
二
年「

機
織
マ
ニ
ュ」

'を
計
蹵
し
た
源
太
衞
時
代
領
主
の
世
界
に
滑

五

〇

(

六
三
六)

小
符
村
の
百
姓
.は
そ
の
耕
地
を
隣
領
の
與
板
領
十
五
力
村
三
百
五
十 

人
の
.

農
民
に
小
作
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
彼
等
が
.事
實
上
農
業
經
營
を
離 

れ
て
事
.ら
縮
織
生
塵
に
從
事
し
て
い
た
の
で
な
い
か
と
想
像
さ
れ
、
他
方 

彼
等
は
^

^

百
姓
で
あ
り
、
所
定
の
貢
租
の
擔
當
責
任
者
で
あ
る
。
そ
の
た 

め
'

前
述
の
方
法
が
と
ら
れ
、
そ
う
い
う
形
で
農
工
分
離
が
行
わ
れ
た
こ
と 

ゆ
特
徴
的
な
事
實
で
あ
る
。
.

こ
の
ょ
う
に
農
村
エ
業
に
お
け
る「

小
商
品 

生
產
の
形
成
發
展
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
そ
の
後
自
生
型
の
す
ぐ
れ
て
革
命 

的
進
步
的
マ
一
.

1
.

ュ
本
來
の
產
業
資
本
へ
の
道
に
向
わ
な
い
で
、
ま
さ
に
そ 

の
過
程
に
お
い
て「

上
昇
轉
化」

し
、
こ
の
形
に
お
い
て
近
代
的
進
化
を 

と
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
.
こ
の
小
千
谷
村
に
お
い
て
も
そ
の
後
の
幕
末
織 

物

H

業
形
態
に
お
け
る
問
屋
制
工
業(

豪
農
マ
ニ
ユ)

が
こ
れ
を
明
か
に 

示
し
て
吳
れ
る
。

.

第
四
舊
作
子
迺「

小
商
品
生
產
者」

は
數
が
少
い
上
に
や
は
り
封
建
社 

.
#
に
對
す
る
革
命
的
な
進
步
性
は
い
つ
の
間
に
か
す
り
か
え
ら
れ
て
し
ま 

つ
て
い
る
。
 

.

か
く
て
最
後
に
豪
農
マ
二
ュ
の
歴
史
的
地
位
は
如
何
に
規
定
し
得
る
で 

あ
ろ
う
か
、
日
本
の
場
合
小
商
品
生
產
诸
が
そ
の
必
然
的
な
、
推
轉
の
コ 

丨
ス
を
外
れ
て
商
人
資
本
の
轉
化
コ
ー
ス
に
合
流
す
る
こ
と=

上
昇
轉
化 

的
發
展
を
と
げ
る
と
考
え
得
る
。
以
上
の
世
界
史
の
基
本
法
則
か
ら
、
日 

本
_

の
場
合
疋
常
的
推
轉
コ
ー
ス
を
取
1

得
な
い
で
、
•稗
び
三
度
轉
化
の
コ 

i

ス
へ
正
常
的
な
、
.推
轉
の
コ
ー
ス
が
切
り
換
え
ら
れ
る
。
從
つ
て
幕
末 

の
生
產
段
階
は
小
I

段
階
に
對
し
て
豪
農
マ
二
ュ
段
階
と
規
定
し
得
る

り
込
み
幕
末
に
お
い
て
は
進
ん
で
村
名
主
と
な
っ
た
。

第
三
、
小
千
谷
型T

小
商
品
生
產」

こ
の
小
千
谷
村
の
縮
織
物
の
生
產
構
造
は「

豪
農」

を
頂
點
と
す
る
そ
の

.

金
形
態
の
ぅ
ち
に「

小
商
品
生
，
i

は
單
純
な
る「

獨
立
1-
-
農
民
的
小 

經
營
者
と
し
て
の
本
亩
姓
を
含
み
つ
つ
構
成
さ
れ
て
い
た
。 

も
の
で
あ
る
”

a # ' .

前
著
に
對
し
て
藤
田
氏
は
豪
農
を
一
面「

前
む
き」

に
把
握
さ
れ
て
い 

な
が
ら
、
本
質
的
に
は
や
は
り「

後
む
き」

の
上
昇
轉
化
的
發
展
を
前
面 

に
强
く
押
し
出
し
て
い
る
。
此
處
に
^
い
て
は
す
べ
て
の
小
商
品
生
產
を 

皆
上
昇
發
展
に
ぬ
り
.

っ
ぶ
し
、
豪
農
の
ま
さ
に
過
大
-
員
主
觀
的=

評
價 

に
落
入
つ
て
は
い
な
い
か
。

.

問
題
は
上
昇
轉
化
的
豪
農
と
、
小
商
品
生
產
渚
層
の
ょ
り
廣
汎
な
分
解

. 

の
，實
態
こ
そ
が
ょ
り
重
要
な
鍵
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

，

「

封
建
社
會
の
i

過
程」

に
於
い
て
藤
田
氏
が
豪
農
マ
么
ュ
段
階
說 

を
放
棄
し
な
が
ら
な
お
孃
農
に
執
着
せ
ざ
る
を
得
な
が
っ
た
根
源
は
何
處 

に
あ
る
の
で
あ
ろ
ぅ
か
、
そ
れ
は
外
な
ら
ず
日
本
型
ョ
ー
マ
ン
リ
ー
の
集 

中
的
模
索
の
結
果
、
封
建
社
會
內
部
の
基
本
的
矛
盾
の
經
濟
的
基
盤
を
客 

觀
的
に
把
握
し
得
な
か
っ
た
と
云
え
得
る
で
あ
ろ
ぅ
。
問
題
は
桐
生
に
於 

け
る
形
態
と
の
相
異
を
通
し
て
マ-

1

ュ
論
ff

の
基
本
的
方
向
の
把
握
が
本 

稿
の
課
題
で
.

あ
る
。

⑽

堀
江
氏
の
胃
㈱

の
吟
味

堀
江
氏
は「

封
建
社
會
に
於
け
る
資
本
の
存
在
形
態」

.「

日
本
の
マ
_

ュ

麗

」

に
於
い
て
次
の
點
を
解
明
し
た
。

-

第
.

一
、
击
典
的
マ
二
ュ
論
爭
は
三
ク
の
論
點
を
も
っ
て
い
る
。
卽
ち
經 

.

,

濟
の
發
展
段
階
の
問
題
、
外
國
市
場
の
條
件
、
明
治
維
新
を
め
ぐ
っ
て
展 

,

開
さ
れ
、
そ
の
後
生
成
し
た
.「

分
散
マ
ニ
ュ」

は
商
入
"

^

M

に
支
配
さ 

れ
る
資
本
家
的
家
內
勞
働
多
い
結
果
生
れ
た
も
の
で
、
寄
生
地
主
對
小
作 

人
に
對
應
す
る
問
屋
對
資
本
家
的
家
內
勞
働
を
置
い
た
も
の
で
、
.こ
の
論

，
絹
織
業
に
於
；け
る
生
產
形
態
：の.
發
展
と
賃
勞
働
の
形
成
過
程
.

據
は
苒
考
察
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
の
結
果
第
二
に
堀
江
氏
は
資
本
主 

義
の
發
展
段
階
を
精
密
に
考
察
し
、
小
營
業
段
階
に
は
二
つ
の
分
化
が
見 

ら
れ
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
第
一
は
小
營
業
者
が
漸
次
自
己
の
作
業
場 

を
擴
大
し
て
、
こ
の
方
向
が
初
期
マ
二
ュ
に
生
長
す
る
も
の
で
あ
る
。

.

第
二
に
は
窮
乏
し
た
小
營
業
農
民
は
商
業
資
本
に
從
屬
す
る
に
至
る
コ 

.丨

ス

あ
り

=
：

資
本
家
的
家
內
勞
働
。
こ
の
小
營
業
が
孕
む
一
一
つ
の
方
向
の 

資
本
主
義
的
分
化
は
多
く
の
場
合
、
，富
裕
な
農
民
が
一
方
で
作
業
場
を
も 

ち
、
他
方
で
商
人
と
し
て
働
く
と
云
う
ょ
う
に
結
合
し
て
い
る
の
で
あ
る 

が
、
對
立
的
闘
爭
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
具
體
的
に
i

業
に
つ
い
て
分
析
す
る
な
ら
、
享
保
以
降
に
お 

け
る
小
營
業
段
階
の
滑
り
込
み
は
二
つ
の
農
村
の
變
化
と
結
合
し
て
い 

る
。
.

一
つ
は
農
民
經
濟
の
商
品
經
濟
化
で
あ
り
、
地
域
的
、
社
會
的
分
業 

の
擴
大
が
現
れ
る
。
他
方
農
民
層
の
分
解
は
ィ
ギ
リ
ス
の
場
合
ョ
ー
マ
ン 

層
が
資
本
家
的
借
地
人
と
農
業
勞
働
者
に
分
解
し
た
が
、
日
本
の
場
合
寄 

生
地
主
と
小
作
人
に
分
解
し
そ
れ
に
對
膘
す
る
形
で
商
業
資
本
と
事
實
上 

の
賃
勞
働
者
が
形
成
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
前
提
と
し
て
桐
生
に
於
け
る
小
營
業
の
階
級
分
化
を
明
か
に
す 

る
と
次
の
ょ
う
に
な
る
。
卽
ち
十
毫
前
後
十
人
以
上
の
職
エ
を
廣
傭
す
る 

マ
ニ
ュ
、
恐
ら
く
は
單
純
協
業
に
立
脚
す
る
初
期
マ
ニ
ュ
が
あ
ら
わ
れ 

た
。
.

他
方
資
本
家
的
家
内
i

は
相
當
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
沄
え
る
。 

そ
の
他
桐
生
に
は
賃
機
と
異
つ
て
、
織
冗
や
絲
屋
か
ら
原
絲
を
借
り
、
こ 

れ
を
準
備
業
者
に
委
託
加H

さ
せ
自
ら
織
”

上
げ
て
、
そ
の
織
物
で
も
つ 

て
原
絲
代
金
を
返
濟
す
る
ア
機
が
あ
つ
た
。五

一

，
(

六
三
七)
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以
上
の
二
っ
の
分
化
形
態
の
外
獨
立
營
業
の
廣
-H

な
殘
存
が
看
過
さ
れ 

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
天
保
八
年
織
屋
仲
間
に
所
屬
す
る
も
の
が
六
一
六 

丨
六
一
七
名
、
，翌
九
年
の
機
臺
數
が
千
五
六
：S

機
あ
っ
た
。
此
の
百
姓
機 

屋
の
.

獨
立
性
を
示
す
證
據
は
市
場
取
引
に
現
れ
て
い
る
。

併
し
な
が
ら
こ
の
獨
立
小
®

の
廣
机
な
存
在
は
、
農
民
層
の
分
解
が 

寄
生
地
主—

小
作
人
に
變
化
す
る
と
い
ぅ
前
提
が
一
應
阻
止
さ
れ
て
い
る 

わ
け
で
あ
る
が
、
天
保
以
來
の
商
業
資
本
の
百
姓
機
屋
支
配
が
進
行
す
る 

の
は
こ
の
前
提
が
事
實
上
發
展
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
同 

時
に
、
そ
れ
に
照
靡
し
て
小
營
業
內
部
に
孕
ん
で
い
る
二
方
向
丨
初
期
マ
.
 

ニ
ュ
と
賃
機
-

-

を
も
つ
て
い
る
も
の
で
あ
つ
た
々

こ
れ
等
三
っ
の
形
態
を
基
盤
に
し
て
桐
生
の
賈
繼
商
は
江
戸
の
十
組
問 

屋
に
對
抗
す
る
に
至
り
、
そ
の
結
果
十
組
問
屋
の
ギ
ル
ド
的
特
權
ば
地
方 

商
人
に
依
っ
て
實
質
上
打
ち
破
ら
れ
た
。
.と
こ
ろ
で
こ
の
地
方
商
人
の
闘 

•

力
の
秘
密
は
小
營
業
農
呙
に
あ
っ
た
こ
こ
と
は
■

周
知
の
事
實
で
あ
る
。
 

併
し
此
處
で
重
要
な
こ
と
は
桐
生
の
賈
'

繼
商
は
一
一
種
類
あ
り
、
近
江
商
人 

系
と
豪
農
と
結
び
つ
い
た「

國
寶」

が
あ
つ
た
こ
と
で
あ
り
、
堀
江
氏
の
指 

.

摘
さ
れ
る
一
般
的
賈
繼
を
一
一
っ
の
形
態
に
差
別
し
、
小
營
業
農
民
と
結
合 

し
た
の
は
後
者
に
あ
づ
た
こ
と
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

.

さ
て
、
嚴
マ
二
ュ
段
階
に
於
い
て
羅
業
は
如
何
な
る
變
轉
を
迪
っ
た 

で
あ
ろ
ぅ
か
、
官
廳
統
計
に
依
れ
ば
明
治
一
一
十
年
丄
ー
十
四
年
に
は
歡
出 

赝
栉
が
輸
入
惯
格
を
凌
駕
し
亡
時
で
あ
り
、
こ
れ
に
依
っ
て
絹
織
業
が
ほ 

ぽ
明
治
二
十
年
を
境
に
し
て
新
し
い
時
代「

嚴
マ
一
一
ュ
時
代」

に
這
入
っ 

た
こ
と
が
わ
か
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
我
國
■が
.嚴
マ
-

!

ュ
'忙

.五
ニ 

(

六
三
八)

這
入
っ
た
時
は
す
で
に
先
進
國
は
機
械
制
大
產
業
時
代
に
這
入
っ
て
い
た 

わ
け
で
あ
り
、
他
の
一
っ
は
我
國
に
お
い
て
も
機
業
地
に
依
づ
て
は
生
產 

形
態
が
か
な
り
異
っ
て
お
り
、
西
陣
桐
生
の
ょ
う
な
內
地
向
i

業
で
は 

明
治
二
十
年
に
な
っ
て
も
資
本
家
的
マ
ニ
ュ
の
發
展
は
微
弱
で
あ
り
、
福 

井
、
石
川
は
.

一
時
に
開
花
す
る
。

桐
生
に
於
い
て
は
明
治
十
年
に
は
變
革
の
嵐
が
吹
き
す
さ
び
、

一
方
に 

は
資
本
家
的
マ
ニ
ュ
及
ぴ
罾
ホ
家
的
家
內
罾
_

が
_

員
し
、
他
方
で
は
洋 

式
技
術
が
根
を
下
し
た
。
典
型
的
資
本
家
マ
-

ュ
は
成
愛
社(

明
治
十
三 

年
十
二
月
創
立)

と
縮
緬
機
業
會
社(

明
治
十
五
年
四
月
創
立)

で
あ
る
。

.

.

他
方
こ
の
頃
か
ら
^

本
家
的
家
內
勞
_

と
し
て
の
«

機
が
廣
1̂

な
普
及 

を
始
め
た
が
、
こ
れ
は
農
村
の
階
級
分
化
及
び
大
衆
織
物
生
產
と
關
連
が 

あ
る
。
か
く
て
明
洽
二
十
八
年
に
下
機
、賃
機
は
三
ニ
ー
八
戶
に
達
し
、
 

三
十
七
八
年
に
は
賃
機
だ
け
で
も
一一

萬
戶
に
及
ん
だ
。
工
場
は
全
體
に
對 

し
、
戶
數
で 

一̂

、
機
豪
歎
で
一
〇
％
、
織
工
敷
で 

一
◦
涔
で
あ
る
に
對 

，
し
て
、賃
機
數
は
そ
れ
ぞ
れ
八
七
^

、
七
五
涔
、
七
八
涔
を
占
め
て
い
た
。

か
く
て
結
論
的
に
云
え
ば
明
治
一
一
十
年
代
に
成
立
す
る
絹
織
業
の
5

 

マ
ニ
ュ
時
代」

が
機
械
制
產
業
時
代
へ
の
推
轉
は
多
く
の
產
業
部
門
下
か 

ら
.

の
資
本
主
義
に
妥
當
す
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
絕
體
主
義
天
皇
政
府
は
都
市
、
赍
族
、
政
商
と
結
託
し
て
、
こ
れ 

を
機
械
制
大
產
業
資
本
に
轉
化

し

ょ

う

と
懸
命
の
努
力
を
し
っ
っ
あ
っ 

た
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
努
力
は
明
沿
二
十
年
代
實
を
結
び
、
機
械
制
大
產 

業
時
代
に
這
入
る
。
っ
ま
り一

一
重
段
階
馉
り
.込
み
が
實
現
す
る
わ
け
で
あ 

る
。
.

.

我
が
國
で
は
上
か
ら
の
資
本
主
義
が
、
從
っ
て
絕
體
主
義
が
、
下
か
ら 

の
資
本
主
義
を
、

.

從

つ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ー
に
依
る
-/

ル
ジ
ョ
ヮ
革
命
を 

抑
踺
し
て
し
ま
う
必
然
性
が
此
處
に
あ
る
と
云
わ
れ
る
。•

掘
江
氏
の
結
論
か
ら
遵
き
出
さ
れ
る
も
の
は
、
第
一
に
資
本
主
義
の
經 

濟
段
階
の
繼
起
的
發
展
を
歪
曲
し
、
一
一
重
段
階
消
り
込
み
を
主
張
す
る
-に 

至
る
の
で
あ
る
。
他
方
小
營
業
農
民
に
支
持
さ
れ
た
豪
農
n

賈
繼
商
は
、
 

そ
の
ょ
う
な
形
で
ギ
ル
ド
的
特
權
を
打
破
し
た
限
り
に
於
い
て
下
か
ら
の 

資
本
主
義
を
主
張
し
得
る
が
、
後
渚
が
天
保
以
降
分
解
す
る
に
從
い
、
.
0 

農
=

M

P

商
は
そ
の
一
面
の
前
進
的
役
割
を
失
い
、
保
守
的
後
む
き
の
役 

割
を
は
た
し
、
絕
體
主
義
形
成
の
基
礎
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
重
要
な
點
は
堀
江
氏
は
小
營
業
農
民
=
亩
姓
機
屋
の
幕
末
の
量
的 

比
重
と
そ
の
政
治
役
割
の
み
見
て
そ
の
分
解
.

を
究
明
さ
れ
な
か
っ
た
。
從 

っ
て
我
國
の
場
合
、
小
營
^
の
二
分
化
は
農
民
層
の
分
解
と
の
關
迎
に
於 

い
て
豪
農
の
初
期
マ
一
一
ュ
化
と
莨
姓
機
屋
の
賃
機
化
と
い
ふ
特
異
の
形
態 

を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
 

'

總
結
的
に

i
K

え
ば
藤
田
氏
の
豪
農
マ
•

ニ
ュ
の
過
大
評
價
に
對
し
て
、
百 

姓
機
厫
の
一
面
的
把
损
が
問
題
の
根
源
で
あ
ろ
う
。

第

二

章

榈

生

に

於

け

る

生

產

形

態

の

發

展
/

桐
生
に
於
い
て
は
天
正
年
間
市
場
が
開
設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
藤
田
氏 

の
分
析
の
通
り
、
初
期
本
否
姓
と
新
本
百
姓
の
成
立
に
依
る
地
方
市
場
の 

i

に
う
な
が
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
正
保
三
年
絹
1

が
代
永
卽
金
納
に
代
っ
た
事
は
、
德
川
幕
藩

絹
織
業
に
'

於
け
る
生
產
形
態
の
.絶
展
と
賃
勞
働
の
形
成
過
程

體
制
が
確
立
し
、
單
純
商
品
生
產
が
，開
始
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ 

る
P

當
時
の
御
吉
例
御
旗
絹
と
し
て
年
々
上
納
し
た
る
數
量
は
總
r!
'
一
一
千 

四
百
拾
疋
、
類
別
す
れ
ば
中
絹
ニ
千
疋
下
絹
四
西
拾
疋
で
あ
る
。
こ
の
數 

量
は
最
初
上
納
常
時
の
機
具
一
豪
.に
付
一
疋
宛
と
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ 

の
數
置
は
卽
ち
桐
生
領
五
十
四
力
村
の
機
靈
數
に
外
な
ら
な
い
。
換
言
す 

れ
ば
ニ
千
四
百
拾
！

1

の
機
豪
が
あ
.

つ
た
こ
と
に
な
る
。

.

.

他
方
こ
の
當
時
を
裏
附
け
る
資
㈣
と
し
て
桐
生
員
^
別
絹
永
、
.桑
永
百 

分
比
表
を
分
析
す
る
と
、
織
物
の
‘產
出
割
合
と
桑
の
樹
數
高

と

の

_

ム
ロ
を 

比
較
す
る
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て

い
な
い
。
こ
の
事
實
は
機
織
物
の
原
料 

で
あ
る
生
絲
を
自
家
の
手
で
繰
る
も
の
で
な
.

い

こ

と

が

知

ら

れ

.る

と

同

時 

に
織
物
も
漸
く
商
品
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
本
る
.0
卽
ち
市
場
構 

造
の
變
化
に
#.
ぅ
商
品
生
產
の
發
展
が
示
さ
れ
' 

社
會
的
分
業
が
開
花
し 

つ
つ
あ
る
こ
と
を
明
確
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。(

註
桐

生
織
物

史
上
七 

五
頁)

. 

：

'

併
し
な
が
ら
そ
の
後
元
祿
丨
享
保
期
に
は
桐
生
市
の
西
約
ニ
里
の
地
に 

あ
る
大
間
々
絹
市
が
繁
昌
し

(

原
因
は
生
絲
の
產
出
地
、
交
通
の=

=

足
®

 

銅
山
と
の)

、
上
州
地
方
絲
絹
の
集
散
地
と
な
っ
た
。
そ
し
セ
桐
生
地
方
の 

絹
買
は
多
く
此
處
に
集
り
、
爲

登
師

(

買
送
人
賀
次
問)

の
み
な
ら
ず
國 

寶
の
大
部
分
も
來
る
ば
か
り
で
な
く
、
又
絹
賈

(

生
產
者)

の
カ
、
七
割 

は
桐
生
及
そ
の
近
在
の
人
々
で
あ
っ
允
。

こ
れ
に
對
し
て
桐
生
絹
市
立
替
.(

市
日
改
正)

に
依
る
桐
生
絹
市
振
興 

策
が
元
祿
十
五
年
、
桐
生
の
絹
賈
新
居
藤
右
衞
門
が
賈
次
商
玉
上
茜
兵
衞 

と
謀
っ
て
、
衆
諸
を
擔
い
他
の
村
々
と
の
交
渉
を
遂
げ
一
切
の
準
備
工
作

五
.

三

(

六
三
九)
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六

罾
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V.

を
し
て
享
保
十
六
年
桐
生
||

市
立
替
の
こ
と
を
終
つ
た
の
で
あ
る
。.

こ
の 

變
化
の
背
景
は
何
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。指

！
：

者
と
し
て
の
前
記
藤 

右
衞
門
の
社
會
經
濟
的
基
礎
を
分
析
す
る
と
、
先
祖
は
桐
生
領
庙
良
氏
の 

臣
で
.
.
當
時
桐
生
新
町
六
丁
目
に
住
し
絹
賈
次
と
酒
造
を
業
と
し
た
有
力 

者
の
み
で
な
く
、
玉
上
氏
と
同
じ
肝
斯
役
を
つ
と
め
た
社
會
的
系
^
を
有 

し
、
村
々
の
絹
賈
を
も
統
一
し
た
こ
と
は
當
時
の
小
商
品
生
產
渚
の
前
進 

.

的
役
割
を
明
確
に
®

i

る
も
の
で
あ
る
。

地
域
的
市
場
の
確
立
と
厨
應
し
て
京
都
江
戸
と
の
全
國
的
市
場
が
開
拓 

さ
れ
た
が
、

「

桐
生
の
絹
京
都
に
爲」
登
始
は
下
新
田
、
森
田
利
右
衞
門 

今
衆
遇
崎
彌
ー
布
衞
門
、
M

都
問
屋
は
高
倉
通
岐
、
阜
屋
嘉
右
衞
門
と
あ 

り
、
前
者
は
下
新
阳
村
の
草
分
百
姓
で
あ
り
、
後
者
は
岩
崎
民
部
と
云
い 

桐
生
氏
の
家
苗
で
下
菱
村
寄
居
砦
の
番
頭
を
勤
め
今
泉
村
に
住
し
た
も
の 

の
家
毘
と
一K

わ
れ
る
。

貞
享
元
祿
以
來
の
江
戸
京
都
へ
の
取
引
の
開
始
、
gn

ち
國
內
ホ
畠
の
膜 

開
は
西
陣
染
織
技
術
の
移
來
を
坐
じ
桐
生
織
物
を
し
て
著
し
い
躍
進
を
生 

ぜ
し
め
た
の
で
あ
る
。
、そ
の
中
心
は
整
理
に
屬
す
る
布
帳
法
で
第
一
一
は
染 

色
の
紅
染
法
で
あ
る
。

他
方
新
機
織
法
は
下
蒙
村
の
名
主
周
藤
平
藏
の
_

力
に
双
り
、
又
絹
貿 

の
新
井
治
兵
衞
に
依
つ
て
前
者
は
彌
兵
衞
を
後
者
は
吉
舆
衞
を
介
乙
て
高 

機
が
導
入
さ
れ
桐
生
織
物
の
急
激
な
發
展
を
促
し
、，
そ
の
製
品
紗
綾
機
は 

江
戶
京
都
に
ま
で
及
ん
だ
。

天
明
段
階
に
至
る
と
原
料
絲
の
撚
方
は
京
都
西
蹄
式
.

を
横
造
，

J

た
紡
取
■

.

五
四
.

人
六
四
〇)

.

是
正
L

て
岩
瀨
吉
兵
衞
が
水
力
を
利
用
し
て
完
全
な
る
^

M

機
械
を
案
出 

し
た
。
こ
た
が
八
丁
堪
と
去
わ
れ
燃
絲
行
程
に
ー
新
紀
元
を
作
り
出
し
た 

の
で
あ
る
。

. 

. 

. 

. 

’

上
述
の
技
術
構
成
と
.對
應
す
る
機
業
分
化
.は
如
何
な
る
形
態
を
な
し
て 

い
た
で
あ
ろ
う
か
0
併
し
な
が
ら
こ
の
分
化
は
大
體
享
保
と
天
保
期
に
分 

割
し
て
分
析
す
る
の
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
先
ず
第
一
期
は
坐
產
工
程 

，の
分
化
は
未
だ
起
ら
な
い
が
商
品
經
濟
は
相
當
に
發
達
深
化
し
て
い
た
こ 

と
は
凝
い
.

な
い
。
然
る
に
天
保
頃
に
は
分
化
の
複
雜
な
こ
と
は
驚
く
べ
き 

も
の
が
あ
る
。
 

,

大
部
分
の
經
營
形
態
は
生
產
行
程
が
分
化
し
て
い
る
が
、
稀
に
は
竪
染 

紡
績
、
染
色
、
機
臶
、
.製
織
と
い
う
生
產
行
程
の
一
切
を
自
家
作
業
場
で 

行
う
機
屋
も
あ
っ
た
。

(

n

吉
田
淸
助)

こ
れ
を
要
す
る
に
、
桐
生
の
機 

業
も
元
文
年
代
を
劃
期
と
し
て
分
化
も
複
雜
と
な
り
、
家
内
工
業
よ
り
初 

期
マ
ニ
ュ
が
興
っ
た
の
で
あ
る
。

.勿
論
天
保
頃
ま
で
元
機
屋
か
ら
絲
借
の 

下
機
屋
は
起
ら
な
か
っ
た
と
一
み
え
よ
う
。

同
時
に
桐
生
に
於
け
る
i

仲
間
の
成
立
が
、
實
際
各
分
業
の
發
生
順 

序
と
符
號
す
る
や
否
，や
は
今
後
の
.

問
題
だ
が
、
大
體
桐
生
に
於
け
る
染
織 

技
術
の
發
達
過
程
と
、
經
濟
機
構
の
變
化
と
に
一
致
す
る
傾
向
が
あ
る
。
 

そ
し
て
こ
の
仲
間
も
公
認
、
非
公
認
の
一
一
種
類
あ
り
桐
生
の
仲
間
は
大
體 

後
渚
に
愿
し
て
い
た
。

■

問
題
の
所
在
は
前
述
の
技
術
構
成
に
對
應
し
た
機
業
分
化
に
對
し
て
、
 

形
態
は
如
何
な
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
的
に
は
ま
だ
農
業 

か
ら
分
離
し
て
い
な
い
小
農
民
的
營
業
の
擗
大
發
展
は
一
方
小
數
の
^
ホ

を
用
い
、.
辛
う
じ
て
絲
の
燃
合
を
し
て
い
た
の
で
.

あ
る
が
、
こ
の
缺
獸
を

i

l

i

l

家
を
分
出
し
、
他
方
で
は
多
數
の
賃
勞
働
或
い
は
そ
れ
以
下
の
獨
立
の
ク
. 

ス
タ
ー
リ
の
.

分
/±
1

が
見
ら
れ
る
と
沄
わ
れ
る
が
、
桐
生
め
場
合
前
述
の
吉 

p:
1

淸
助
を
中
心
と
し
て
何
人
か
の
主
と
し
て
豪
農
層
の
初
期
マ
一
一
ュ
形
態 

が
分
出
し
.

つ
つ
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、
こ
の
者
は
自
己
の
作
業
場
を 

璐
大
し
っ
っ
家
族
勞
働
を
中
心
と
し
っ
っ
、
十
五
人
以
下
の
賃
勞
働
者 

(
=

後
眾
で
よ
P

深
化
し
た
形
で
展
開)

を
屜
用
す
る
罾
ホ
家
的
單
純
m

 

業
を
營
ん
だ
が
、
他
方
全
地
方
全
國
市
場
の
擴
大
に
っ
れ
て
窮
乏
化
し
た 

小
瞥
業
啬
の
大
部
分
は
質
占
資
本
に
從
賜
す
る
に
至
る
。
そ
の
從
屬
の
形 

態
は
五
っ
の
形
態
を
も
っ
が
主
と
し
て
桐
生
の
場
合
、
賃
機
は
商
人
が
機 

豪
と
原
料
を
等
級
に
直
接
配
附
し
、
小
營
業
者
を
自
宅
で
商
人
の
'た
め
に 

働
か
せ
る
形
態
を
と
っ
で
い
る
。
勿
論
下
機
と
い
ぅ
原
料
の
み
配
附
さ
れ 

る
小
營
業
者
も
こ
の
例
外
で
な
い
。
堀
江
氏
は
こ
の
#

^

立
の
小
罾
罾
者 

n

西
姓
機
屋
の
廣
讽
な
殘
存
を
指
摘
す
る
こ
と
に
依
っ
て
小
營
業
段
階
說 

の
根
據
と
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
If

姓
機
屋
も
天
保
以
來
の
農
民
層
の 

分
解=

日
本
の
場
合
寄
生
地
主
對
小
作
人
に
照
應
し
て
下
機
や
賃
機
に
轉 

落
し
て
お
り
、
こ
れ
等
は
賈
占
資
ホ
支
配
下
の
卽
ち
事
實
上
の
產
業
資
本 

と
事
實
土
の
賃
金
勞
働
考
の
關
係
が
形
成
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も 

の
で
、
小
營
業
段
階
の
明
確
な
根
源
を
な
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

■ 

問
題
を
よ
り

具
{f
t

化
す
る
た
め
に
桐
生
の
賈
占
資
本
を
よ
り

掘
り
下
げ 

て
見
る
と
、
文
書
に
主
と
し
て
現
れ
た
の
がM

享
、
元
祿
の
頃
か
ら
で
あ 

り
、
大
體
そ
の
絹
賈
に
ニ
種
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
.一
っ
は
買 

次
人
で
あ
り
江
戶
束
都
等
大
都
市
の
問
屋
か
ら
絲
代
金
と
稱
す
る
商
資
本 

.

の
前
渡
し
を
受
け
て
注
文
に
膘
じ
、
製
品
を
.調
達
し
こ
れ
を
問
屋
先
に
送

絹
織
業
に
於
け
る
先
產
形
態
の
發
展
と
貨
勞
働
の
形
成
過
裎

り
そ
の
間
口
錢
を
收
め
る
も
の
で
あ
る
。

他
方
國
賣
商
人
が
お
り
、
生
產
者
か
ら
賈
集
め
た
製
品
を
地
方
に
行
商 

む
て
、
そ
の
間
一
定
の
利
潤
を
收
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
罾
_
買
は 

大
部
分
前
代
武
士
の
子
孫
で
あ
る
所
の
鄕
士
で
あ
る
が
、
江
州
伊
勢
商
人 

が
■

來
て
特
權
者
と
緣
戚
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
者
も
生
產
資 

本
家
に
轉
化
す
る
に
及
ん
で
明
確
な
形
を
と
る
に
至
っ
た
。

.

併
し
な
が
ら
こ
れ
等
絹
賈
も
一
一
つ
の
形
態
に
分
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

一
、
.

佐
羽
型—

近
江
商
人
の
出
身
で
、
寶
永
の
頃
桐
生
に
來
り
鄕
士
稻 

垣
家
と
緣
戚
關
係
を
結
ぶ
こ
と
に
依
っ
て
大
商
業
資
本
と
し
て
發
展 

し
た
。
そ
の
大
略
は「

佐
羽
家
家
定」

に
あ
る
。

ニ
、
新
居
翻—

新
居
■

兵
衞
は
、
桐
生
絹
市
の
立
替
と
紗
綾
機
移
入
の 

蓄

者

、
新
居
道
緩
の
甥
で
あ
り
、
家
代
々
桐
生
新
町
六
丁
目
に
住 

し
、
農
業
の
谤
機
織
を
營
み
摇
兵
衞
の
代
絹
賈
商
を
營
ん
だ
。
明
和 

五
年
ょ
り
東
海
道
か
ら
三
州
尾
濃
方
面
を
行
商
し
、
そ
の
腋
路
を
開 

拓
し
た
。

兩
者
と
も
他
面
事
實
上
の
賃
勞
働
者

(

下
機
、
賃
機)

を
吏
配
す
る
事 

實
上
の
產
業
資
本
の
役
割
を
は
た
し
な
が
ら
、
後
者
は
前
審
の
佐
艰
型
商 

業
資
本
と
相
對
的
に
對
立
す
る
に
至
る
が
、
こ
の
對
立
の
根
源
は
後
者
が 

百
姓
機
屋
■

に
支
持
さ
れ
得
た
限
り
で
あ
っ
て
、
後
者
の
豪
農
的
問
屋
的
初 

期

マ
_

ュ

(

形
態)

.

の
0|
]

_

的
前
む
き
の
方
向
は
百
は
_
屋
の
分
解
と
共 

に
後
む
き
保
守
的
侧
面
が
中
心
.

と
な
っ
て
來
る
。
' 

堀
江
氏
の
.分
析
し
た
江 

戶
十
組
問
屋
と
め
對
抗
の
秘
密
の
解
明
は
ょ
り
屢
本
的
矛
盾
か
ら
卽
ち
領 

主—
>

 

十
組
問
屋
|
>
佐
羽
型
商
業
資
本
に
對
し
て
百
姓
機
屋
や
賃
機
下
機
賃

五

五
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.

三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
.第六號

勞
働
溝
等
が
嶔
農
の
ニ
面
的
性
格
の

I.

面
の
前
む
き
の
性
格
を
活
用
し
た 

大
き
な
歴
史
的
意
義
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
と
共
に
、
藤
闽
氏
の
.ょ
う 

に
豪
農
の
過
大
評
價
も
あ
や
ま
り
で
あ
ろ
う
。

• 

T,

併
し
ょ
り
重
要
な
こ
と
は
こ
の
下
か
ら
の

H

ネ
ル
ギ
ー
も
百
姓
機
屋
の 

分
解
と
共
に
豪
農
に
大
き
く
利
用
さ
れ
、
豪
農
の
後
む
き
の
側
面
が
佐
羽 

型
商
業
資
本
と
迎
繫
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
實
で
あ
り
、
こ
れ
等
が
幕
末

' 

植
民
地
化
の
危
機
過
程
に
井
上
氏
の「

明
治
、
維
新」

第
四
章
に
指
摘
す 

る
ょ
う
に
外
國
勢
力
と
藤
府
の
結
合
に
對
し
て
の
民
族
的
抵
抗
の
中
心
勢 

力
が
絕
體
主
義
の
物
質
的
基
礎
を
な
す
豪
農
と
商
業
資
本
の
結
合
と
い
う 

形
を
，と
っ
た
所
に
下
か
ら
の
眞
の
民
主
主
義
的H

ネ
ル
ギ
ー
が
發
揮
さ
れ 

な
か
つ
た
根
源
が
伏
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
治
に
入
る
と
明
治
絕
體
主
義
政
府
の
保
護
、
獎
勵
方
針
に
依
っ
て
洋 

式
機
織
法
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
大
部
分
は
两
陣
に
久
っ
た
が
、
桐

生

の

. 

場
合
は
米
國
及
歐
洲
か
ら
直
輸
入
し
た
る
も
の
も
少
く
な
い
。
そ
の
代
表 

的
な
も
の
は
ジ
ャ
ヵ
ー

ド

機

(

絞
織
機)

バ
ッ
タ
ン(

飛
狻
機)

の
導
入 

で
あ
る
が
、
、そ
れ
と
同
時
に
洋
式
染
色
術
が
傳
來
し
た
。

こ
れ
と
呼
應
し
て
明
治
十
六
年
か
ら
同
十
八•

十
九
年
.に
至
る
廣
々
ニ 

三
年
の
間
に
異
常
の
發
達
を
遂
げ
た
が
、
こ
れ
は
幕
末
か
ら
輸
出
織
物
を 

關
始
し
、
明
治
の
初
頭
以
來
引
續
き
發
達
を
圖
っ
た
こ
と
と
、
明
治
十
五 

年
經
濟
晁
の
變
動
に
伴
っ
て
桐
生
內
地
織
物
の
打
擊
的
影
響
に
依
る
。

以
上
吖
ニ
っ
の
條
件
の
下
に
純
然
た
る
マ
ニ
ュ
と
思
わ
れ
る
ニ
會
社
が 

設
立
さ
れ
て
機
械
制H

場H

業
の
先
行
形
態
を
な
し
た
。
卽
ち
そ
の
一
は 

明
歡
十
三
年
十
ニ
月
設
立
認
可
の
上
久
方
村
の
成
愛
社
、
.そ
の 
一5

明
治

五

六

、

(

六
四
ニ)

十
五
年
四
月
開
業
式
を
擧
げ
た
W

田
村
の
縮
緬
機
業
會
社
で
あ
る
。

前
者
は
機
業
の
寒
業
合
資
共
同
經
營
の
マ
ニ
ュ
.

で
あ
っ
て
、
桐
生
機
業 

經
營
の
轉
換
を
示
し
.た
も
の
で
あ
る
と
共
に
後
者
は
主
と
し
て
輸
出
向
の 

縮
綱
か
ら
？

一
重
觀
光
縮
緬
を
生
產
し
た
。
併
し
明
治
十
七
年
五
月
更
正 

策
を
と
り
、
輸
出
に
適
す
る
，H

縮
緬
と
內
國
用
絹
綿
交
織
縮
緬
を
な
し
前 

者
は
會
社
で
製
織
し
、
他
は
絲
貸
出
機
に
依
っ
た
。
こ
の
數
十
九
戶
機
數 

'

ニ
百
餘
豪
、
そ
の
職
エ
五
西
名
と
沄
わ
れ
て
い
る
。

然
る
に
明
治
二
十
年
を
境
に
し
て
洋
式
機
業
經
營
法
が
、
卽
ち
原
動
力 

を
有
し
職
場
に
於
い
て
多
數
の
勞
働
者
が
分
業
に
依
っ
て
織
物
を
生
產
す 

る
形
態
が
行
わ
れ
桐
生
に
於
い
て
最
も
早
く
こ
の
經
營
法
を
採
用
し
工
場 

を
設
立
し
た
の
は
明
治
一
一
十
年
十
一
月
創
立
の
日
本
織
篇
式
會
社
で
あ 

り
、
近
代
大
產
業
へ
の
先
端
を
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
織
篇
式
會
社
は
東
京
、
桐
生
、
足
利
の
有
志
一
一
十一

名
發
起
老 

と
な
り
、
ij

立
さ
.

れ
た
も
の
で
あ
つ
て
そ
の
4

心
は
縮
獅
機
業
の
ょ
ぅ
に 

賈
次
が
中
樞
で
あ
る
。
.そ
の
後
桐
生
に
於
い
て
力
織
機
を
入
れ
た
の
は
桐 

生
織
物
學
校
で
あ
っ
て
明
治
四
十
年
頃
に
は
桐
生
織
物
株
式
會
社
を
除
い 

て
半
機
械
的
組
織(

補
助
エ
程
に
洋
式
機
械
を
刖
い
て
ヵ
織
機
を
用
い
ず)

 

.

の
版
塚H

場
他
は
金
部
手
工
的
紐
織
に
依
る
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
明
治 

四
十
一
年
以
後
急
激
に
增
加
す
る
に
至
っ
た
。

’

だ
が
他
方
後
進
地
方
で
あ
る
福
井
、
金
澤
、
米
澤
等
で
は
津
田
式
、
豐 

田
式
、
重
田
式
、
高
柳
式
、
大
橋
式
を
製
作
し
盛
ん
に
こ
れ
を
使
用
し
、
 

製
作
技
術
の
機
械
化
に
進
ん
で
.

い
る
の
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
現
象
的
に
は
桐
生
織
物
の
生
產
形
態
は
明
治
四
十
年
喷
ま
で

は
マ
ニ
ュ
的
形
態
で
あ
っ
ズ
、
工
場
工
業
形
態
と
稲
し
難
き
も
の
で
あ 

る
。
日
本
資
本
主
義
の
金
機
構
的
觀
點
か
ら
は
上
か
ら
の
殖
產
興
業
政
策 

の

一

環

と

し

，
て

H

場
工
業
段
階
に
入
っ
て
い
る
が
、
下
か
ら
の
工
業
の
資 

本
主
義
化
は
前
述
の
よ
う
に
極
め
て
遲
く
、
明
治
四
十
年
代
補
助
工
程
に 

洋
式
機
械
を
採
用
す
る
も
織
物
工
程
全
部
を
機
械
化
す
る
に
至
ら
な
か
っ
. 

た
こ
と
と
、
當
時
の
織
i

者
の
大
部
分
が
原
料
商
、
賈
繼
商
等
の
買
占 

商
人
に
對
し
て
殆
ん
ど
隸
屬
的
地
位
に
あ
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
卽
ち
買
占 

業
渚
は
複
雜
化
さ
れ
た
形
の
工
場
主
で
あ
る
と
い
う
.こ
と
に
外
な
ら
な 

い
。
こ
れ
等
の
結
合
に
あ
っ
て
は
直
接
的
生
產
者
の
地
位
を
劣
惡
化
し
絕 

體
的
剩
餘
價
値
の
產
出
め
有
力
な
根
源
で
あ
る
。
後
章
に
於
い
て
マ

-
1

'ュ
 

形
態
の
賃
勞
働
の
形
成
と
資
本
制
家
內
勞
働
の
根
本
的
特
徴
を
よ
り
明
確 

化
す
る
で
あ
ろ
う
。
唯
此
處
に
於
い
て
は
工
業
諸
形
態
の
繼
起
的
發
展
を 

描
き
出
し
、
こ
の
發
展
が
M

Hf

:
主
義
の
上
か
ら
の
資
ホ
主
義
化
と
如
何
に 

矛
盾
し
、
併
も
後
者
に
壓
服
せ
ら
れ
っ
っ
進
行
す
る
か
が
よ
り
重
要
な
點 

で
あ
り
、
堀
江
氏
の
見
解
の
是
正
點
で
あ
る
。

第

三

章

賃

勞

働

の

形

成

と

展

開

.

桐
生
地
方
の
賃
勞
働
の
形
成
の
萠
芽
は
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
て
來
た 

で
あ
ろ
う
か
。
寬
保
ニ
年
館
林
在
川
俣
か
ら
紗
緩
女
工
と
し
て
ニ
三
人
連 

れ
て
來
た
の
が
機
緣
と
ーK

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
小
商
品
生
產
の
發
展
に 

基
く
‘

、
紗
緩
織
法
の
移
入
後
三
年
後
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
館
林
地
方
よ
り 

年
々
出
稼
奉
公

(
=

賃
勞
働
.

の
胚
種
形
態)

が̂

犬
し
、
こ
れ
等
は
川
俣 

女
と
一K

わ
れ
、
館
：̂

方
が
農
民
層
の
分
解
を
促
進
す
る
大
水
害
が
起
る

絹
織
業
に
於
け
る
生
§

態
の
發
展
と
賃
勞
働
の
.形
成

過

程
.

に
比
例
し
て
、
こ
の
出
稼
女H

も

增

大

す

，る

に

至

っ

た

。

他
方
出
稼
型
賃
勞
働
の
供
，給
形
態
及
親
傭
狀
態
は
、
先
ず
出
稼
者
の
大 

部
分
は
奉
公
人
に
ロ
入
業
者
の
經
營
す
る
奉
八
ム
人
宿
を
通
し
て
供
給
さ
れ 

た
が
、
こ
れ
等
の
仲
介
業
者
は
奉
公
人
數
の
增
大
に
従
っ
て
、
横
暴
を
招 

來
し
反
舞
さ
れ
る
よ
ぅ
に
な
つ
た
。

契
約
期
間
は
大
體1

力
年
で
あ
り
、
出
替

(

交
替
日)

は

士

一

月

七

日

が

. 

確
定
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
日
は
非
常
な
混
雜
を
來
た
し
た
と
云
わ 

れ
て
い
る
。
寶
曆
の
奉
公
人
數
七
〇
0

人
、
奉
公
人
宿
七
軒
で
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
ぅ
に
こ
れ
等
出
稼
女
子
勞
働
者
の
^
#
は
最
初
館
林
領
が
中 

心
で
あ
う
た
が
次
第
に
桐
生
近
在
又
は
越
後
方
面
に
擴
大
す
る
よ
ぅ
に
な 

っ
た
。
た
し
か
に
こ
れ
等
供
給
形
態
は
、
常
時
の
農
村
の
農
民
層
分
解
の 

態
樣
の
よ
り
深
化
さ
九
た
解
明
が
必
要
で
あ
ろ
ぅ
。

次
に
勞
働
條
件
は
ど
の
i

ぅ
な
狀
態
で
あ
っ
た
ろ
ぅ
か
。
先
ず
桐
生
地 

方
の
寛
政
年
間
の
諸
職
人
日
雇
の
賃
錢
は
如
何
で
あ
る
か
と
云
ぅ
と
次
の 

よ
で
あ
る
。

一
、
諸
職
人
手
間
代
金
一
分
に
附
八
日 

.

一一、
日
_

,

之

者

.

但
复
秋
一
日
賃
の
錢
錢
一

一一
四
文
ず
っ
間

 々

.

は
錢
六
ニ
文
宛
、

女
日
履
夏
秋
一
〇
〇
文
宛 

一

1
1、

越
後
者
賃 

但
一
分
付
九
日
定
.

請
取
仕
事
飯
料
代
七
ニ
文
宛 

機
屋
の
賃
金
給
金
は
以
上
の
も
の
を
基
底
に
し
て
展
開
さ
れ
る
が
統
計 

的
に
示
す
と
、

五

七

(

六
四
三)
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兩
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兩
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總
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史
上
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P

一
 

四
四〉

こ
れ
に
ょ
っ
て
分
析
す
る
と
賃
金
格
差
が
著
し
く
そ
れ
が
標i

H

年
織 

高
の
格
差
に
對
應
し
て
ょ
り
特
徴
的
で
あ
る
。

又
文
政
十
三
年
の
織
屋
仲
間
改
定
に
依
る
と
勞
働
時
間
は
大
體
十
六
時 

間
に
も
及
び
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
の
長
時
間
勞
働
に
從
事
し
た
。
 

同
時
に
休
日
は
年
中
行
事
に
基
き
、
月
に
配
當
し
洗
濯
日
を
別
に
設
け
て 

い
る
。
併
も
多
忙
の
時
に
は
休
日
は
休
止
、
短
縮
、
延
期
と
い
ぅ
結
果
に 

終
っ
て
い
る
。

出
稼
女
子
賃
勞
働
者
の
璐
大
增
加
に
と
も
な
い
、
奉
公
人
取
締
を
引
く 

の
み
で
な
く
、
契
約
期
間
中
の
缺
落
或
い
は
給
金
踏
倒
し
に
對
し
て
又
天 

明
年
間
に
ば
公
認
の
請
宿
以
外
の
內
證
の
小
宿
の
ロ
入
仲
入
の
禁
止
が
施 

行
さ
れ
た
。

こ
れ
等
は
' 

一
面
封
建
體
制
內
に
於
け
る
資
本
主
義
的
近
代
化
に
對
し
て 

_

步
す
る
と
同
時
に
他
面
幕
^
陵
制
に
對
す
る
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
貧
農 

と
そ
の
轉
化
形
態
で
あ
る
街
稼
的
賃
勞
働
を
稗
び
封
建
的
反
動
に
於
け
る 

農
奴
制
に
緊
盤
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

，

ぐ
.

:

'

:.
,

-

1

五
八
_
 

C

 

六
四
四)

明
治
十
年
代
を
轉
囘
點
と
し
て
成
熟
し
っ
っ
あ
：っ
た
マ
ニ
ュ
的
發
展
は 

.

桐
生
に
も
そ
の
典
型
的
形
態
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
赏
に 

詳
述
し
た
點
で
そ
の
代
表
例
で
あ
る
成
愛
社(

明
治
十
三
年
十
二
月
設
立)

 

は
靑
木
熊
太
郞
、
保
藏
に
依
っ
て
開
始
さ
れ
た
が
、
兩
渚
は
名
主
級
の
所 

謂
舊
家

(

幕
藩
體
制
內
で)

で
あ
り
、
.機
業
を
副
業
と
し
た
豪
農
の
系
譜 

を
有
し
明
治
年
代
に
入
.る
と
キ
リ
ス
ト
敎
徒
と
し
て
又
福
澤
諭
吉
の
崇
拜 

者
と
し
て
知
ら
れ
て
.

い
た
。

-
 

成
愛
社
內
の
エ
男
女
取
扱
規
則
を
基
礎
に
し
て
、
賃
勞
働
の
内
容
を
分 

祈
す
る
と
先
ず
賃
金
支
拂
形
態
の
前
提
と
し
て
、
エ
男
女
の
品
行
の
茁
否 

と
業
務
の
潮
惰
を
日
々
點
數
に
課
し
、
業
務
滿
點
百
點
と
定
め
た
。
卽
ち 

打
點
制
度
の
基
礎
を
確
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。

他
方

H

男
女
賞
與
法
を
決
定
し
、

一
等
か
ら
五
等
迄
と
し
、
年
齢
に
ょ 

つ
て
區
別
し
た
こ
と
は
特
徵
的
な
事
實
で
あ
る
。

.

次
に
賃
金
の
現
實
的
支
拂
に
は
階
級
を
次
の
ょ
ぅ
な
形
で
と
っ
て
い
る
。

エ

男

之

部

：

.

一
、
甲

科

竪

方

.

一、
一
八
十
點
以
上
一
等
エ
男 

>
一
 

七

十

點

以

上

.
一
一
等
エ
男 

、
一 

六
十
點
以
上
三
等
エ
思 

一、
一
六
十
點
以
下
等
外
エ
男 

.
■

ニ
、
乙
㈣

ま
方
絹
方

.

點
數
及
び
等
級
共
用
科
に
同
じ
尤
も
乙
科
の
一
等
は
中
科
の
末 

.
等
に
傚
ぅ

I

f

s

i

n

:
H

女

之

部
 

，一
、.5

-

科
織
場

一、
一
八
十
點
以
上
ー
等
エ
女 

一
、

一

七

十

點

以

上

一

一

等

エ

女

.

一
、

一

六

十

點

以

上

三

等

エ

女
.

一
、

一
六
十
點
以
下
等
外
エ
女 

.

ニ
、
乙
科
綜
場
手
傳
繰
場 

管
卷
小
遺
い

.

.

.

剧
數
及
等
級
共E

-

科
に
同
じ
尤
も
乙
科
の
.

一
等
は
¥
科
の
末
等 

に
位
す
る
こ
と
で
あ
る
。

又
こ
の
賃
金
双
^

茭
拂
は
れ
る
お
建
的
な
遺
物
の
四
罾
砠
、
小
遺
等
は
甲 

乙
の
中
級
に
傲
い
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
等
の
㈣
お
と
し
て
每
月
點
檢
調
蜜
、褒
賞
授
與
式
、講
義
に
ょ
る
勞 

働
教
育
等
行
ぅ
と
共
に
、
エ
男
女
の
罰
則
を
作
っ
て
嚴
重
に
施
行
し
•

た
。

成
愛
社
と
共
に
桐
生
に
作
ら
れ
た
他
の
マ
ニ
ュ
形
態
の
會
社
は
、
縮
緬 

機
業
會
祉
で
あ
り
' 

賈
占
的
商
業
が
產
業
資
本
を
か
ね
る
典
型
と
し
て
出 

發
し
た
が
、
後
桐
生
縮
緬
會
社
と
名
を
變
ぇ
技
術
形
態
、
生
產
機
構
等
純 

然
た
る
マ

M

ュ
の
態
機
を
示
し
た
。
併
も
三
轉
し
て
、
桐
生
縮f

,
s

資
會 

社
と
な
り
、前
記
靑
木
氏
と
同
じ
系
謂
辑
崎
民
三
郞

(

德
川
時
^ ,

土
着
し
、
 

農
業
の
傍
機
業
：を
經
み
世
々
名
主
で
あ
っ
た
.

も
の)

で
あ
る
。

.

此
處
に
於
け
る
賃
勞
働
も
.
成
愛
社
と
同
じ
■
な
形
態
を
と
つ
て
い
る 

が
、
前
者
の
ょ
ぅ
に
系
統
的
な
支
配
が
確
立
さ
れ
た
と
云
い
難
い
。

.

’

唯
雨
者
に
共
通
す
る
點
は
近
代
賃
勞
働
の
形
態
を
.

と
り
な
が
ら
も
、
賃

絹
織
業
に
於
け
る
生
產
形
態
の
發
展
と
賃
勞
働
の
形
成
•過
程

金
の
等
級
の
決
定
に
於
い
て

(

現
代
職
階
賃
金
の
期
®

職
場

内
の
一
等 

エ
男
或
い
は
一
等
エ
女=

職
長
の
主
觀
的
判
斷(
後
述
の
工
場
工
業
形
態 

で
明
確
化
さ
れ
る
故
此
處
で

は
封
建
的
主
從
關
係
と
の
み
.

指
摘)

に
よ
る
. 

事
が
中
心
で
あ
る
こ
と
に
依
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

.

次
に
工
業
に
於
け
る
資
本
主
義
の
各
發
展
段
階
に
於
い
て
見
受
け
ら
れ 

る
が
マ
ニ
ュ
に
と
っ
て
最
も
特
徴
的
な
資
本
制
家
內
勞
働
の
根
本
的
特
徴 

.

が
日
本
の
場
合
、
特
に
桐
生
に
於
い
て
如
何
な
る
形
で
存
在
し
て
い
た
か 

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

桐
生
に
於
い
て
資
本
制
家
內
勞
働
の
一
環
と
し
て
廣
汎
に
展
開
し
た
賃 

機
が
そ
の
主
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
普
及
は
明
ら
か
に
明
治
以
來
、

. 

寄
生
地
主
的
土
地
所
有
の
展
開
に
よ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

.

:

そ
の
數
は
明
確
に
は
把
掘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
桐
生
、
足
利
、
佐
野
三 

市
の
織
物
賃
業
M:

劃
は
群
馬
、.
.

栃
木
の
兩
縣
よ
り
茨
城
、
埼
.

玉
の
兩
縣
に
■
 

苴
り
、
賃
業
者
の
數
凡
そ
十
萬
に
餘
り
が
あ
る
と1

K

わ
れ
て
い
た
。

こ
の
賃
業
者
の
實
態
は「

日
本
の
下
層
社
會」

に
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
 

仲
介
業
潘
の
介
入
に
よ
っ
て
そ
の
勞
働
狀
態
は
極
端
に
劣
悪
で
あ
る
。
そ 

の
上
景
氣
の
波
動
に
よ
り
、
賃
金
の
固
定
的
性
格
が
な
く
、

一
人
に
っ
い 

て
も
上
下
の
'

格
差
が
期
間
に
よ
っ
て
不
安
定
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

j 

家
收
入
の
七
或
い
は
八
十
^

迄
こ
の
賃
機
に
依
存
し
、
別
途
收
入
の
唯

j 

の
途
は
法
外
な
時
間
延
長
.

(

十
四
_

時
間
丨
>

十
八
時)

に
依
存
す
る
と
共
に 

曆
絲
の
0

已
所
有
が
彼
等
を
支
え
る
主
.

要
な
內
容
で
あ
る
。

パ
そ
れ
と
共
に
賃
機
は
多
く
貧
農
の
納
屋
で
行
わ
れ
る
た
め
居
間
と
勞
働 

部
屋
と
の
結
合
の
結
果
,

衞
生
的
な
勞
働
狀
態
が
一
般
化
し
、
女
子
と
子

五

九

(

六
四
五)
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數

MLML

o 八九  〇

o 〇 〇 五 四 〇 
时 时 时 时 时 分

幅

* ニ ® • 五丈 
〇 五 三 〇 十 o  
碼 碼 碼 碼 m 尺

丈

-r ニ四 
五 六 ニ 〇 五 〇 
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織

賃

三 ニ ー  三 同 同  
日 日 R 日目一 

反 疋 卷 本 疋 反

日平 
均 
織 

數上

明
治
三
十
六
苹

明
治
三
十
七
年

一一

戶 

一
一
ニ
戶 

三
〇
〇
戶 

一
九
戶

七

、
，
七

五

〇

戶 

一
四
戶

八

、

ニ

〇

六
戶

.

一
三
戶 

六
五
戶 

ニ
一 

八
戶 

一
七
戶 

四
、
六
五
〇
戶 

一
四
戶 

四
、
九
七
七
戶

六
〇
.

(

六
四
六)

(

註)

群

馬

縣

織

物

現

，況

調

查

書

(

P

ニ
ニ
八)

.

こ
れ
等
賃
業
者
が
マ
テ
ュ
の
形
成
發
展
に
對
應
し
て
、
特
に
農
民
層
分 

解
が
富
農
と
貧
農
へ
の
分
化
で
な
く
地
主
と
小
作
へ
の
分
化
が
よ
り
激
化 

す
れ
ば
、
#
:

連
に
賃
業
者
は
聩
大
普
及
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
前 

述
の
よ
う
に
廣
大
な
地
域
に
孤
立
分
散
す
る
賃
業
者
の
勞
働
條
件
と
生
活 

狀
態
が
悪
化
す
れ
ば
す
る
程
彼
等
は
多
種
多
様
な
形
で
自
己
防
衞
す
る
に 

至
る
。
そ
こ
で
賈
繼
、
元
機
.は
自
己
の
利
潤
減
少
防
止
の
た
め
個
々
に
或 

い
は
砠
ム
ロ
を
通
し
て
賃
業
者
取
締
を
行
っ
た
。
年
代
的
に
そ
の
内
容
を
分 

祈
す
る
と
、
第
一
.

明
治
八
年
十
二
月
、
賃
機
が
そ
の
賃
機
品
の
大
部
を
質 

入
、
賣
却
、
目
不
足
、
端
切
曆
絲
沒
收
と
い
う
形
で
生
活
維
持
を
す
る
傾 

向
が
增
大
し
た
た
め
、
賃
機
業
者
取
締
が
し
か
れ
る
に
至
っ
た
。

.

明
治
十
四
.
五
年
頃
か
ら
は
絹
綿
交
織
糯
子
類
の
大
衆
的
帶
地
が
國
內 

市
場
の
擴
大
に
と
も
な
っ
て
流
行
す
る
よ
う
に
な
る
と
賃
業
者
の
必
耍
が 

益
々
增
大
し
、
そ
の
結
采
が
又
取
締
の
强
化
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の 

祺
は
明
治
十
六
年
以
後
_

^

?1
1

場
へ
輸
5

2

織
物
を
尚
す
に
及
ん
で
盛
ん
と

'.
.

.

三E

學
#

雜
認
'

笫
四
.汁
.セ

卷

：第
六
號
.
：1
.

供

が

多

く

從

事

し

て

い

る

。

そ

の

上

農

業

と

.精

ひ

っ
い
て
い
る

た

め

霞 

水
準
が
極
端
に
切
下
げ
ら
れ
、
低
賃
金
狀
態
に
於
か
れ
て
い
る
と
同
時
に 

賈
騮
一
兀
機
と
の
間
に
は
人
身
的
隸
颶
の
，關
係
に
於
か
れ
て
い
る
。

•.

以
上
の
概
略
を「

群
馬
縣
織
物
現
況
調
査
書」

(

明
治
三
十
七
年
三
十 

八
年)

に
ょ
っ
て
ょ
り
詳
細
に
分
析
す
る
と
、
勿
論
明
治
十
年
か
ら
三
十 

年
へ
の
マ
.

<
1

ュ
段
階
と
少
し
ず
れ
る
が
賃
機
の
內
容
は
變
化
な
く
、
唯
數 

的
に
の
み
增
大
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
た
め
に
。

前
述
の
賃
業
者
は
賃
織
業
を
^

心
と
し
た
が
、
賃
業
の
種
類
及
戶
數
は 

次
の
よ
う
で

あ
る
。

. 

.

(

註)

.

群
馬
縣
織
物
現
況
調
査
書

(

P

 

ニ
ー 

八)

,
明
治
三
土
ハ
年
と
三
十
七
年
の
賃
業
者
戶
數
の
變
動
の
變
化
は
極
め
て 

浮
彫
的
で
灰
る
。

次
に
各
種
織
物
業
の
賃
金
及
一
日
の
織
上
高
は
織
物
の
品
位
に
依
り
一 

定
し
な
い
が
、
普
通
物
は
左
表
の
通
り
で
あ
る
。(

主
.

要
の
も
の
の
み

)

八 染 整 撚 徒 職

色 練 絲

f 1' 業 業 業 弟 ェ 次

，'し

、

一 〇 三 男
明

ニ 五 五 四 七 〇
七 〇 〇 七 三 七
人 人 人 人 人 人 治

— ■~ -
---f

八 ニ 五 〇 女

四 六 〇 〇 八 十
o —  〇 ニ

人 人 人 人 人

ハ

—し 四 一

年
四 ■— * ~— >

計

七 五 一 四 七 八
O 〇 〇 八 三 九
人 人 . 人 人 人 人

% 、

一 九 ニ 男
明

八三三 七 三 四 一
九 一- 〇 ニー  五
人 人 人 人 人 人 治

七

<

. .1. 
ノヽ  

、

五 — 六七 女

八 六 四 ニ  S 十
四丨 一 一 ：f t .

人 . 1 人 人 人 人
七

九 八
、. 年

ゴし ニ 一 五 九 計

七 三三三 七 六 七
- ■ — - 三 六 ニ

! 人 人 人 人 人 人

な
る
に
茧
つ
た
。

■ 

•

一
審
强
化
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
一
年
十
月
、
桐
生
、
足
利
、
佐
野
三 

組
合
申
合
規
約
を
作
り
、
元
機
蜃
及
賃
業
者
職
エ
等
の
間
に
於
け
る
弊
害 

を
矯
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
事
は「

横
山
源
之
肋J

 

の
鋭
く
指
摘
す
る
ょ
ぅ
に
賈
繼
、
冗
機
だ
け
が
利
を
占
め
、
特
に
賈
繼
商 

の
粗
製
濫
造
に
依
る
も
の
で
、
こ
の
自
己
の
濫
造
を
賃
機
に
轉
化
し
よ
ぅ 

と
し
た

も
の
で
あ
る
。

.

■

明
治
三
十
年
を
期
と
し
て
展
開
さ
れ
た
工
場
制
工
業
形
態
の
賃
勞
働
の 

狀
態
は
、
光
ず
當
時
の
桐
生
の
一
股
的
狀
況
解
明
の
後
に
典
型
的
事
例
を 

分
析
す
る
。
第
一
職
工
及
徒
弟
の
數
量
的
把
握
は
如
何
に
な
さ
れ
て
い
る 

か
が
問
題
で
あ
る
。

'

賃
業
者
數
と
比
例
し
て
三
十
六
年
と
三
十
七
年
の
變
動
が
景
氣
波
動
に 

依
っ
て
著
し
い
こ
と
が
著
目
す
べ
き
事
柄
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

他
方
雇
傭
方
法
は
經
營
主
が
獨
自
に
見
っ
'け
出
す
形
態
と
周
旋
人
を
通 

す
も
の
が
あ
っ
た
が
、
彼
等
の
大
部
分
は
、
通
例
ニ
十
歲
未
滿
の
場
合
は 

五
力
年
季
を
普
通
と
し
、
そ
れ

以
上
は
臨
時
に
定
め
る
も
の
と
し
た
と
は 

一

K

え
、
こ
れ
等
の
七
十
^

は
女
子
勞
働
者
で
あ
，っ
て
男
子
は
傾
か
ニ
、
三 

.

十
^

に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
.契
約
も
職
工
の
場
合
只
賃
金
を
定
め
て
屈 

.
傭
す
る
も
の
で
、

成
文
の
契
約
書
等
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
年
期
を
定 

め
る
も
の

に
あ
っ
て
は
普
通
機
業
傳
習
生
養
成
の
名
義
を
以
っ
て
契
約
す 

る
も
の
も

あ
つ
た
。

賃
金
は
職
工
を
と
っ
て
見
る
と
、
撚
絲
、
染
織
、
整
練
等
の
諸
業
を
通 

し
て
こ
れ
を
通
勤
及
年
期
の
二
種
に
區
別
し
得
る
。
通
勤
の
場
合
、

一
等 

1

日
金
五
拾
錢
、
二
等
金
參
拾
五
錢
、
三
等
金
貳
拾
錢
前
後
が
普
通
で
あ 

る
が
、
年
期
の
場
合
は
一
等
壹
ヵ
年
金
四
拾
圓
、
二
等
金
參
拾
圓
、
三
等 

金
貳
拾
圓
位
の
も
'

の
が
最
も
多
か
っ
た
。
又
徒
弟
の
賃
金
と
し
て
與
ム
ら

(

註)

：
群
馬
縣
織
物
現
況
調
查
書
?

ニ
ー
3

.

賴
織
業
に
於
'

け
る
生
庳
形
態
の
：發
展
と
賃
勞
働
,

形

成

過

程
.

六

(

六
四
七)
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四
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第

六

號

れ
る
も
の
は
通
常
傳
習
生
の
名
義
で
、
年
期
の
契
約
を
し
手
當
と
し
て
興 

え
ら
れ
て
い
た
が
普
通
三
力
年
々
期
金
拾
五
圆
乃
至
金
貳
拾
圓
、
五
力

年 

々
期
金
貳
拾
圓
乃
至
金
贰
拾
五
圓
、
七
力
年
々
期
金
^
拾
五
至
金
四 

拾
圓
前
後
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
機
業
界
の
變
動
に
よ
.っ
て
賃
金
の
高
低
も 

著
し
い
も
の
が
あ
っ

た

。

又
規
矩
の
給
與
以
外
に
職
務
の
勤
勉
評
價
に
依 

っ
て
賞
與
金
を
興
え
る
こ
と
が
一
股
化
さ
れ
て
い
た
。

以
上
の
事
柄
か
ら
小
I

段
階
に
は
賃
勞
働
の
萠
芽
形
態
と
.し
て
の
奉 

■

公
人
が
マ
ニ
ュ
段
階
に
發
展
す
る
に
っ
れ
て
一
時
傳
習
生(

=

卽
ち
相
當 

の
年
期
を
入
れ
て
織
物
に
關

す
る
技
術
を
傳
習

す
る

も
の)

或
い
は
年
期 

の
形
で
展
開
し
た
が
、
こ
れ
等
は
特
殊
化
さ
れ
た
勞
働
者
の
等
級
制(

n

部 

分
勞
鋤
者
の
人
爲
的
區
別)

を
も
ち
、
他
面
熟
練
勞
働
者
群
は
、H

場
制 

工
業
段
階
に
入
る
と
主
要
勞
働
者
の
職H

?

旣

に一

定

.の

織

技

を

修

得 

し
た
も
の)

と̂

者
に
分
割
せ
ら
れ
る
に
至
り
、
前
段
階
の
よ
う 

に
資
本
の
一R

に
勞
働
が
形
式
的
に
包
攝
せ
ら
れ
る
の
と
異
り
、
資
本
の
充 

に
勞
働
が
實
質
的
に
從
屬
せ
ら
れ
る
.

に
至
っ
た
。
そ
の
中
搞
は
エ
_場
規
律 

制
度
で
あ
る
が
、.
桐
生
に
於
い
て
は
こ
の
典
型
的H

場
と
し
て
明
治
三
十 

三
年
機
臺
三
十
五
、
職

H

男
十
三
人
、
女
五
十
二
人
の
服
部H

場
の
就
業 

規
則
の
諸
形
態
，を
分
析
し
、
當
時
の
賃
勞
働
の
具
體
的
內
容
を
明
か
に
し 

よ
う
。
先
ず
明
治
三
士
一
年
七
月
制
定
の
工
場
規
則
で
あ
る
が
、、.特
徵
的 

な
點
は
英
國
の
純
粹
な
形
で
形
成
せ
ら
れ
た
資
本
と
賃
勞
働
の
關
連
が
封 

建
遺
制
と
密
接
に
か
ら
み
合
つ
•て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

，そ
れ 

は
職H

及
傳
習
人
心
得
に
き
わ
立
っ
て
表
現
せ
ら
れ
て
い
る
。

卽

ち「

凡
そ
職H

及
傳
習
人
はH

場
制
定
の
規
則
を
守
り
、
主
人
命
令

六
ニ 

(

六
四
八)

は
勿
論
番
頭
手
代
そ
.の
他
目
上
の
者
の
指
圖
に
從
い
‘德
義
を
重
ん
じ…

…

 

…

0

J

等
々

勞
働
者
の
中
心
は
婦
人
i

が
八
十
^
に
も
及
び
勞
働
時
間
は
朝
五
時 

か
ら
夜
八
時
に
ま
で
及
ん
だ
が
休
業
時
間
は
わ
ず
か
に
一
.
.
四
時
間
に
し 

か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
從
っ
て
一
力
月
ニ
囘
以
上
■の
休
み
が
も
う
け
ら
れ
て 

い
る
だ
げ
で
あ
る
。

第
三
に
、
以
上
の
日
の
延
長
と
能
率
增
進
の
た
め
の
不
滿
に
對
し 

て
は
恩
給
基
金
法

(

一
ヶ
月
ニ
錢
丨
織
工
、
.
年
期 

一■人一

ヶ
月
金
五
厘
の 

横
立)

，
を
も
う
け
て
、
慈
邁
政
策
を
ほ
ど
こ
す
と
同
時
に
他
方
職
ェ
學
毐 

研
究
場
を
も
う
け
て
勞
働
力
の
陶
冶
訓
練
に
力
を
入
れ
る
に
至
っ
た
0.

次
に
職H

規
則
の
中
心
的
事
項
は
、「 H

女
は
毎
市
間
_
く
と
も
十
九
吋 

巾
拾
威
丈
壹
疋
を
織
上
く
べ
し
、
若
し
織
上
げ
壹
疋
に
至
ら
ざ
る
も
の
は 

•

ェ
場
規
則
第
十
二
^

の
休
業
を
許
さ
す

」

と
あ
り
こ
れ
は
明
力
に
生
產 

割
當
制
を
强
制
的
に
行
う
と
同
時
に
、
賃
金
；は
製
絹
の
優
劣
と
織
尺
の
多
. 

少
に
依
り
毎
月
等
級
を
定
め
、
獎
勵
的
に
附
與
し
た
。
ェ
女
の
段
階
は
一 

等
か
ら
四
等
ま
で
お
っ
た
。
最
も
重
要
な
事
は
賃
勞
働
の
近
代
的
形
態
を 

と
り
な
が
ら
も
、
職

H

は
毎
月
收
得
高
の
百
分
の
三
を
身
締
金
と
し
て
收 

め
、
逃
亡
或
い
は
故
意
の
退
場
に
は
沒
收
を
以
っ
て
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
能
率
增
進
の
經
濟
外
的
方
法
で
あ
る
。
賞
與
規
則
と
工
場
罰
則 

と
結
び
っ
く
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
に
っ
い
て
は
一
名
勉
勵
賞
與
と
云
わ 

れ
て
い
る
が
次
の
内
容
を
も
っ
。

.

一
等 

一.
日
平
均
三
丈
織
四
日
に
一
疋
を
織
上
る
者
.

.

.

1

一
等 

一

•

日
平
均
二
丈
五
尺
織
五
日
に
.一
疋
を
織
上
る
者
拾
五
錢

三

等
. 

一
R

平

均

ニ

丈

織

六

日

に

一

疋

織

上

る

者
.

拾

-
錢 

等
で
あ
る
が
後
者
の
場
合
工
場
の
利
益
に
反
し
た
時
は
皆
拾
錢
以
上
金
五 

拾
錢
以
下
の
過
怠
金
を
、
給
料
機
賃
の
內
か
ら
引
去
り
見
習
人
は
年
別
赏 

賜
金
の
內
よ
り
差
則
き
、.
勉
勵
者
賞
與
金
に
充
當
し
て
し
ま
っ
た
。

併
し
な
が
ら
服
部H

場
の
例
は
典
型
的
な
例
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の 

近
讪
マ
二
ュ
的
形
態
の
工
場
の
大
部
分
は「

職
工
事
情
第
三
卷」

に
明
確 

な
よ
ぅ
に
、
勞
働
時
間
は
朝
六
時
か
ら
午
後
九
時
迄
或
い
は
午
前
五
時
半 

か
ら
午
後
十
一
時
迄
の
長
時
間
に
及
ぶ
も
の
.

も
あ
り
、
こ
の
勞
働
時
間
の 

延
長
は
賃
金
支
拂
形
態
，が
賞
與
il
l

獎
勵
法
ハ
||
1

ち
一
定
以
上
織
っ
た
も
の 

は
賞
與
が
賃
金
の
二
分
の：

一
與
へ
ら
れ
、

一
定
以
下
の
者
は
盆
正
月
に
.は 

五
錢
丨
一一

十
錢
の
仕
着
小
遺
し
か
與
へ
.

ら
.

れ
ぬ
た
め)

.と
結
び
つ
.

く
こ
と 

に
よ
っ
て
徹
夜
す
る
こ
と
が
た

び

た

び

で

，あ

っ

た

。

.

そ

の

上
.l1
?

#

の
年
期
エ
女
と
趴
ヰ
の
年
期H

女
と
の
關
係
は
主
婦
と
下 

女
と
の
差
程
も
あ
り
、
眾
隊
的
上
下
關
係
が
保
持
さ
.

れ
て
い
る
が
、
.
こ
れ 

等
を
總
體
的
に
統
轄
し
て
い
る
板
場
制
度
.(

板
場
とi

K

ふ
の
は
賄
方
で
主 

人
の
代
り
に
凡
て
'の
土
女
を
監
督
し
て
い
る
婦
人

•の
こ
と)

と
壓
力
の
た 

め
、

H

女
は
皆
び
く
び
く
し
な
が
ら
仕
事
を
過
度
に
や
る
た
め
疾
病—

特 

に
眼
病
に
か
か
る
も
の
が
多
か
っ
.

た
。

そ
れ
の
み
で
な
く
こ
れ
等
宿
舍
に
入
れ
ら
れ
、
荷
酷
な
勞
働
條
件
下
に 

あ
る
勞
働
婦
人
.

の
糈
神
的
頹
駿
は
各
所
に
表
れ
て
.

い
る
と
共
に
、
契
約
期 

間
內
に
迹
亡
す
る
も
の
が
續
出
す
る
に
至
っ
'

た
。

以

上

の

勞

働

者

の

諸

狀

態

は

明

治

一

一

十

七

年

頃

か

ら

勞

働

爭

議

.

の
兆
現
. 

れ
.

る
に
至
ら
せ
た
根
源
で
あ
る
が
桐
.

生

の

場

合

は

旣

に

幕

末

.か

ら

起

つ

た

絹
織
業
に
於
け
る
生
產
形
態
の
發

M

と
賃
勞
働
の
形
戌
過
程

も
の
で
、
安
政
四
年
張
屋
間
の
議
定
書
は
、
張
屋
職
人
が
関
月
分
給
料 

支
給
及
公
休
日
設
定
を
請
求
し
た
際
靡
主
が
拒
絕
し
た
た
め
遂
に
同
盟
罷 

業
を
起
し
訴
訟
に
及
.

ぼ
ぅ
と
し
た
事
が
あ
っ
た
が
、
此
等
の
發
展
の
工
場 

H

業
段
階
の
現
象
化
と
し
て
把
握
し
得
る
で
あ
ろ
ぅ
。

(

註
一)

本
章
に
續
い
て
幕
來
、
維
新
に
於
け
る
政
治
形
態
の
反
作
用 

の
侧
面
.

を
掘
®
下
げ
る
豫
定
で
あ
っ
た
が
論
文
を
收
約
し
た
關
係
で 

割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
み
で
な
く
、
文
献
を
も
一
っ

一
っ
指 

摘
し
得
な
か
っ
た
の
で
、
前
者
に
っ
い
て
は
別
の
形
で
發
表
し
後
者 

K:
つ
い
て
は
總
括
的
に
揭
載

す
る
と
と

に
し
た
。 

- 

(

註
ニ

)

代
表
的
な
'

文
献
は
本
稿
の
中
に
そ
の
都
度
あ
げ
.て
置
い
た
の 

で
示
さ
な
い
。
そ
の
他

.©

も
の
.

は
次
の
ょ
う
な
も
の
が
あ
る
。

. 

.

.著
書
' 

明
治
染
織
經
濟
史

(

服
部
之
總
、
信
夫
成
三
郎)

.

;

■

日
本
資
本
主
義
の
生
成
と
そ
の
茶
盤

(

小
林
良
正

)

.

染
織
史
序
說

(

三
瓶
孝
子

)

.

.

. 

桐
座
地
方
史

(

岡
部
福
藏

)

群
馬
地
方
發
展
史
ハ
秋
間
眞
雄)

群
馬
縣
史

(

縣
史
編
纂
委
員
會)

山
田
郡
誌

(

郡
誌
編
纂
委
員
會)

.
桐
生
市
略
史(

桐
生
市
編
慕
委
員
會)

桐
生
市
制
十
五
年
誌
.(

同

右

)

.

群
馬
縣
織
物
業
沿
革
調
查
書(

群
馬
縣
內
務
邵)

.

:

近
代
經
濟
史
上
の
問
題
史
的
系
譜

(

人
交
好
修

)

明
治
維
新

(

井
上
淸

)

' 

.

桐
生
織
物
史
人
物
傅

(

桐
生
織
物
史
編
嚣
會

)

,

六

三

(

六
四
九

)
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